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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
出版用の情報編集装置であって、
文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有し得る２以上のオブジェクトを含む
オブジェクト群が格納されるオブジェクト格納部と、
前記オブジェクト格納部に格納されたオブジェクトをそれぞれ配置するための、前記オブ
ジェクトに対応した、互いに重ならない２以上の領域であるフレーム枠を設定するための
情報である配置領域指定情報を格納する配置情報格納部と、
前記配置領域指定情報に基づいて設定されるフレーム枠に、それぞれのフレーム枠に対応
した前記各オブジェクトを出力するオブジェクト出力部と、
前記オブジェクト出力部が出力したオブジェクトの少なくとも１つに対して、削除指示ま
たはオブジェクトの内容を変更する指示である変更指示を受け付ける入力受付部と、
前記入力受付部が受け付けた削除指示または変更指示に対応して、当該削除指示または変
更指示が削除または変更を指示するオブジェクトが配置されたフレーム枠を削除または縮
小し、当該削除または縮小したフレーム枠の横方向または下方向に近接して配置されてい
るフレーム枠を選択し、当該選択したフレーム枠を、前記削除指示または変更指示が削除
または変更を指示するオブジェクトの配置されたフレーム枠が削除または縮小された領域
上の位置に移動する配置変更部を具備する情報編集装置。
【請求項２】
前記配置変更部は、前記選択したフレーム枠の位置を、当該フレーム枠に設定されている
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フレーム枠を変更する際のルールに従って移動する請求項１記載の情報編集装置。
【請求項３】
前記オブジェクト群は、文字列を有するオブジェクトである文字列オブジェクトを２以上
有し、
文字列オブジェクトが有し得るキーワードと、文字列オブジェクトの属性値とを有する情
報である属性値変更情報との組を１組以上格納している属性値変更情報格納部と、
文字列オブジェクトが有する文字列が、前記キーワードを含むか否かを判断する判断部と
、
前記判断部が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワードを含む文字列オブジ
ェクトに対して、所定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値を、当該キーワー
ドと対になる属性値に変更する属性値変更部をさらに具備する請求項１または請求項２記
載の情報編集装置。
【請求項４】
前記オブジェクトは、木構造に階層化されており、
前記属性値変更部は、前記判断部が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワー
ドを含む文字列オブジェクトに対して、所定の階層だけ上位の階層のオブジェクトと、当
該キーワードを含む文字列オブジェクトの下位の階層となるオブジェクトとのうちの、所
定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値を、当該キーワードと対になる属性値
に変更する請求項３記載の情報編集装置。
【請求項５】
前記オブジェクトは、木構造に階層化されており、
前記属性値変更部は、前記判断部が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワー
ドを含む文字列オブジェクトに対して、所定の階層だけ上位の階層の文字列オブジェクト
の属性値を、当該キーワードと対になる属性値に変更する請求項３記載の情報編集装置。
【請求項６】
前記オブジェクトは、タグおよびタグに関連付けられたデータにより構成される請求項１
から請求項２いずれか記載の情報編集装置。
【請求項７】
サーバ装置と、クライアント装置とを具備する情報編集システムであって、
前記サーバ装置は、
文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有し得る２以上のオブジェクトを含む
オブジェクト群が格納され得るオブジェクト格納部と、
前記オブジェクト格納部に格納されているオブジェクトをそれぞれ配置するための、前記
オブジェクトに対応した、互いに重ならない２以上の領域であるフレーム枠を設定するた
めの情報である配置領域指定情報が格納されている配置情報格納部と、
前記配置領域指定情報に基づいて設定されるフレーム枠に、それぞれのフレーム枠に対応
した前記各オブジェクトを出力するオブジェクト出力部と、
前記オブジェクト出力部が出力しているオブジェクトの少なくとも１つに対しての、当該
オブジェクトのソースを削除または変更するための情報であるソース変更指示を受信する
ソース変更指示受信部と、
前記ソース変更指示受信部が受信したソース変更指示に対応して、当該ソース変更指示が
削除または変更を指示するオブジェクトが配置されたフレーム枠を削除または縮小し、当
該削除または縮小したフレーム枠の横方向または下方向に近接して配置されているフレー
ム枠を選択し、当該選択したフレーム枠を、前記ソース変更指示が変更を指示するオブジ
ェクトの配置されたフレーム枠が削除または縮小された領域上の位置に移動する配置変更
部を具備し、
前記クライアント装置は、
前記オブジェクト出力部が出力しているオブジェクトと同じオブジェクトが格納され得る
編集オブジェクト格納部と、
前記編集オブジェクト格納部が格納しているオブジェクトのうちの、前記オブジェクト出
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力部が出力しているオブジェクトと同じオブジェクトのソースを出力するソース出力部と
、
前記ソース出力部が出力しているオブジェクトのソースに対するソースを変更する指示で
あるソース変更指示を受け付けるソース変更指示受付部と、
前記ソース変更指示に基づいて前記ソース変更情報を構成し、前記サーバ装置に送信する
ソース変更情報送信部とを具備する情報編集システム。
【請求項８】
前記サーバ装置は、
前記オブジェクト出力部が出力するオブジェクトを、前記クライアント装置に送信するオ
ブジェクト送信部をさらに具備し、
前記クライアント装置は、
前記オブジェクトを受信し、前記編集オブジェクト格納部に蓄積する編集オブジェクト受
信部をさらに具備する請求項７記載の情報編集システム。
【請求項９】
前記クライアント装置は、
前記ソース出力部がソースを出力するオブジェクトを、前記サーバ装置に送信する編集オ
ブジェクト送信部をさらに具備し、
前記サーバ装置は、
前記編集オブジェクト送信部から送信されたオブジェクトを受信し、前記オブジェクト格
納部に蓄積するオブジェクト受信部とをさらに具備する請求項７記載の情報編集システム
。
【請求項１０】
前記ソース変更情報送信部は、ソース変更指示受付部がソース変更指示を受け付けた場合
に、ソース変更情報を構成し、送信する請求項７記載の情報編集システム。
【請求項１１】
前記ソース変更情報送信部は、所定の時間間隔で、前記ソース変更指示受付部からソース
変更指示を取得して、ソース変更情報を構成し、送信する請求項７から請求項１０いずれ
か記載の情報編集システム。
【請求項１２】
前記オブジェクト群は、文字列を有するオブジェクトである文字列オブジェクトを２以上
有し、
前記サーバ装置は、
文字列オブジェクトが有し得るキーワードと、文字列オブジェクトの属性値とを有する情
報である属性値変更情報との組を１組以上格納している属性値変更情報格納部と、
文字列オブジェクトが有する文字列が、前記キーワードを含むか否かを判断する判断部と
、
前記判断部が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワードを含む文字列オブジ
ェクトに対して、所定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値を、当該キーワー
ドと対になる属性値に変更する属性値変更部をさらに具備する請求項７から請求項１１い
ずれか記載の情報編集システム。
【請求項１３】
前記クライアント装置を複数備え、
前記各クライアント装置は、それぞれ、前記ソース変更情報を受信する編集ソース変更情
報受信部をさらに備え、
前記ソース変更情報送信部は、前記ソース情報を、前記サーバ装置および他のクライアン
ト装置に送信し、
前記ソース出力部は、当該編集ソース変更情報受信部の受信したソース変更情報に基づい
て、出力するオブジェクトのソースを変更する請求項７から請求項１２いずれか記載の情
報編集システム。
【請求項１４】
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文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有し得る２以上のオブジェクトを含む
オブジェクト群が格納されるオブジェクト格納部と、前記オブジェクト格納部に格納され
たオブジェクトをそれぞれ配置するための、前記オブジェクトに対応した、互いに重なら
ない２以上の領域であるフレーム枠を設定するための情報である配置領域指定情報を格納
する配置情報格納部と、オブジェクト出力部と、入力受付部と、配置変更部とを用いて行
われる出版用の情報編集方法であって、
前記オブジェクト出力部が、前記配置領域指定情報に基づいて設定されるフレーム枠に、
それぞれのフレーム枠に対応した前記各オブジェクトを出力するオブジェクト出力ステッ
プと、
前記入力受付部が、前記オブジェクト出力ステップで出力したオブジェクトの少なくとも
１つに対して、削除指示またはオブジェクトの内容を変更する指示である変更指示を受け
付ける入力受付ステップと、
前記配置変更部が、前記入力受付ステップで受け付けた削除指示または変更指示に対応し
て、当該削除指示または変更指示が削除または変更を指示するオブジェクトが配置された
フレーム枠を削除または縮小し、当該削除または縮小したフレーム枠の横方向または下方
向に近接して配置されているフレーム枠を選択し、当該選択したフレーム枠を、前記削除
指示または変更指示が削除または変更を指示するオブジェクトの配置されたフレーム枠が
削除または縮小された領域上の位置に移動する配置変更ステップとを備えた情報編集方法
。
【請求項１５】
コンピュータを、
出版用の情報編集装置として機能させるためのプログラムであって、
オブジェクト格納部に格納されている文字列または画像の少なくとも一方をデータとして
有し得る２以上のオブジェクトをそれぞれ配置するための領域であり、前記オブジェクト
に対応した、互いに重ならない２以上の領域であるフレーム枠を設定するための情報であ
る、配置情報格納部に格納されている配置領域指定情報に基づいて設定されるフレーム枠
に、それぞれのフレーム枠に対応した前記各オブジェクトを出力するオブジェクト出力部
と、
前記オブジェクト出力部が出力したオブジェクトの少なくとも１つに対して、削除指示ま
たはオブジェクトの内容を変更する指示である変更指示を受け付ける入力受付部と、
前記入力受付部が受け付けた削除指示または変更指示に対応して、当該削除指示または変
更指示が削除または変更を指示するオブジェクトが配置されたフレーム枠を削除または縮
小し、当該削除または縮小されたフレーム枠の横方向または下方向に近接して配置されて
いるフレーム枠を選択し、当該選択したフレーム枠を、前記削除指示または変更指示が削
除または変更を指示するオブジェクトの配置されたフレーム枠が削除または縮小された領
域上の位置に移動する配置変更部として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の文字や画像の情報を編集する情報編集装置等に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、書籍や、雑誌、カタログ等の紙媒体を主とした出版等に利用される文字や画像等
の情報の編集は、例えばディスクトップパブリッシング（以下、ＤＴＰと称す）と呼ばれ
るソフトウェア（例えば、非特許文献１参照）や、同様の処理が実現可能なＤＴＰ装置や
システム等を用いて行われていた。
【０００３】
　例えば、このようなＤＴＰソフトウェア等における情報の編集においては、予め、編集
する情報の内容等に応じて、各ページの所望の位置に、文字や、画像を配置するためのフ
レームやボックスと呼ばれる所望のサイズ枠を設定した後、この枠内に文字や画像を流し
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込むことにより、作業が行われることが多い。このように文字や画像の配置等のデザイン
を決定したうえで、文字や画像を流し込むことで、情報全体を整理して提示したり、複数
の情報を、統一感を持たせて提示したり、情報間の関連性を明確化して提示することを、
計画的かつ効率的に行うことが可能となり、見やすく、情報伝達性に優れたものを作成す
ることが可能となる。例えば、このような方法により、商品カタログ等を作成すると、商
品を記載するページについて、商品名を記載する位置や、各商品の機能等を記載する位置
等を予め決めておくことができ、複数ページにわたり、統一したデザインを持つ、見やす
く、かつ、商品を探しやすいカタログを提供することができる。
【非特許文献１】"Ａｄｏｂｅ　ＩｎＤｅｓｉｇｎ－製品の概要"、［ｏｎｌｉｎｅ］、ア
ドビシステムズ株式会社、［２００５年８月２４日検索］、インターネット、（ＵＲＬ：
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｄｏｂｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ／ｉｎｄｅｓｉｇｎ
／ｏｖｅｒｖｉｅｗ．ｈｔｍｌ）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来においては、文字や画像を配置する文字の大きさが予め設定されて
いるため、枠内に表示される文字が増えたり、画像が拡大されるなどにより、枠内に収ま
り切らなくなった場合、文字や画像の収まり切らない部分が表示されない、という課題が
あった。
【０００５】
　また、枠内に表示されていた文字や画像が削除された場合、なにも表示されていない領
域だけが残ることとなり、不要な空間が発生してしまうという課題があった。例えば、こ
のような情報を、プリンター等で出力した場合、データが含まれない無駄なページが出力
されたり、不必要なスペースが多くて読みにくく、情報伝達性に劣るページ等が出力され
てしまう恐れがある。
【０００６】
　また、枠内に出力される内容に応じて、他の枠内に出力される情報の属性等を変更した
い場合等がある。例えば、商品説明を出力する枠内の記述に、その商品が新商品である旨
が記載されている場合にのみ、その商品の見出しを出力する枠内の文字色を赤に設定した
いとする。このような場合においても、見出しの文字の変更は、ユーザが枠内の記述を読
んで、その製品が新商品か否かを判断した上で、行う必要があった。このように、枠内の
出力内容に応じて、他の枠内に出力される情報の属性等を変更しようとした場合、全て手
作業で行う必要があり、非常に手間がかかり、作業効率が悪い、という課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明にかかる情報編集装置は、文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有
し得る２以上のオブジェクトを含むオブジェクト群が格納されるオブジェクト格納部と、
前記オブジェクト格納部に格納されたオブジェクトをそれぞれ配置するための、前記オブ
ジェクトに対応した、互いに重ならない２以上の領域である配置領域を設定するための情
報である配置領域指定情報を格納する配置情報格納部と、前記配置領域指定情報に基づい
て設定される配置領域に、それぞれの配置領域に対応した前記各オブジェクトを出力する
オブジェクト出力部と、前記オブジェクト出力部が出力したオブジェクトの少なくとも１
つに対して、削除指示またはオブジェクトの内容を変更する指示である変更指示を受け付
ける入力受付部と、前記入力受付部が受け付けた削除指示または変更指示に対応して、前
記配置領域が重ならずに配置されるように、前記オブジェクトの配置領域を変更する配置
変更部を具備する情報編集装置である。
　かかる構成により、文字や写真等の変更等に応じて、これらの配置を調整することがで
きる。
【０００８】
　また、前記情報編集装置において、前記オブジェクト群は、木構造に階層化されており
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、前記オブジェクト出力部は、前記削除指示が指定するオブジェクトを削除し、前記配置
変更部は、当該削除されたオブジェクトが配置されていた配置領域を削除し、前記削除指
示が指定するオブジェクトと同じ階層のオブジェクトであって、前記削除指示が指定する
オブジェクトの一階層上位のオブジェクトに直属となるオブジェクトが配置されている一
以上の配置領域の位置を、前記削除されたオブジェクトが配置されていた領域を詰めるよ
うな位置に変更する情報編集装置である。
【０００９】
　かかる構成により、削除された文字や写真等の上位のオブジェクトに属するオブジェク
トの配置のみを調整することで、情報全体の配置関係をできるだけ保持したまま、オブジ
ェクトの配置を調整することが可能となる。例えば、文章であれば、一つの章内の一つの
文が削除されても、同じ章内の削除されなかった文だけを移動させることとなり、他の章
の配置等は変更を受けないため、最初に設計した文章全体の配置等が大きく変更されるこ
とがない。
【００１０】
　また、前記情報編集装置において、前記オブジェクト群は、木構造に階層化されており
、文字列を有するオブジェクトである文字列オブジェクトを２以上有し、文字列オブジェ
クトが有し得るキーワードと、文字列オブジェクトの属性値とを有する情報である属性値
変更情報との組を１組以上格納している属性値変更情報格納部と、文字列オブジェクトが
有する文字列が、前記キーワードを含むか否かを判断する判断部と、前記判断部が前記キ
ーワードを含むと判断した場合、当該キーワードを含む文字列オブジェクトに対して、所
定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値を、当該キーワードと対になる属性値
に変更する属性値変更部をさらに具備する情報編集装置である。
【００１１】
　かかる構成により、一つの文字列オブジェクトの内容に応じて、他の文字列オブジェク
トの属性値を変更できることとなる。これにより、例えば、文字列オブジェクトの内容に
より、その文字列オブジェクトに対応した見出し等の文字列オブジェクトを変更して、強
調表示したりすること等が可能となり、情報を効果的に提供することが可能となる。
【００１２】
　また、本発明にかかる情報編集装置は、木構造に階層化された、文字列をデータとして
有し得る２以上の文字列オブジェクトを含むオブジェクト群が格納されるオブジェクト格
納部と、文字列オブジェクトが有し得るキーワードと、文字列オブジェクトの属性値とを
有する情報である属性値変更情報との組を１組以上格納している属性値変更情報格納部と
、文字列オブジェクトが有する文字列が、前記キーワードを含むか否かを判断する判断部
と、前記判断部が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワードを含む文字列オ
ブジェクトに対して、所定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値を、当該キー
ワードと対になる属性値に変更する属性値変更部と、前記文字列オブジェクトを出力する
オブジェクト出力部と、を具備する情報編集装置である。
【００１３】
　かかる構成により、一つの文字列オブジェクトの内容に応じて、他の文字列オブジェク
トの属性値を変更できることとなる。これにより、例えば、文字列オブジェクトの内容に
より、その文字列オブジェクトに対応した見出し等の文字列オブジェクトを変更して、強
調表示したりすること等が可能となり、情報を効果的に提供することが可能となる。
【００１４】
　また、本発明にかかる情報編集システムは、サーバ装置と、クライアント装置とを具備
する情報編集システムであって、前記サーバ装置は、文字列または画像の少なくとも一方
をデータとして有し得る２以上のオブジェクトを含むオブジェクト群が格納され得るオブ
ジェクト格納部と、前記オブジェクト格納部に格納されているオブジェクトをそれぞれ配
置するための、前記オブジェクトに対応した、互いに重ならない２以上の領域である配置
領域を設定するための情報である配置領域指定情報が格納されている配置情報格納部と、
前記配置領域指定情報に基づいて設定される配置領域に、それぞれの配置領域に対応した
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前記各オブジェクトを出力するオブジェクト出力部と、前記オブジェクト出力部が出力し
ているオブジェクトの少なくとも１つに対しての、当該オブジェクトのソースを変更する
ための情報であるソース変更情報を受信するソース変更情報受信部と、前記ソース変更指
示受信部が受信したソース変更情報に対応して、前記配置領域が重ならずに配置されるよ
うに、前記オブジェクトの配置領域を変更する配置変更部を具備し、前記クライアント装
置は、前記オブジェクト出力部が出力しているオブジェクトと同じオブジェクトが格納さ
れ得る編集オブジェクト格納部と、前記編集オブジェクト格納部が格納しているオブジェ
クトのうちの、前記オブジェクト出力部が出力しているオブジェクトと同じオブジェクト
のソースを出力するソース出力部と、前記ソース出力部が出力しているオブジェクトのソ
ースに対するソースを変更する指示であるソース変更指示を受け付けるソース変更指示受
付部と、前記ソース変更指示に基づいて前記ソース変更情報を構成し、前記サーバ装置に
送信するソース変更情報送信部とを具備する情報編集システムである。
【００１５】
　かかる構成により、クライアント装置によるオブジェクトのソースの変更を、ネットワ
ーク経由で、サーバ装置１００において各オブジェクトの配置等に反映させて出力するこ
とが可能となる。これにより、例えば、異なる場所間において、編集作業を協調して行な
うことが可能となる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明による情報編集装置等によれば、文字や画像等の変更等に応じて、これらの配置
を調整可能な情報編集装置等を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、情報編集装置等の実施形態について図面を参照して説明する。なお、実施の形態
において同じ符号を付した構成要素は同様の動作を行うので、再度の説明を省略する場合
がある。
【００１８】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態における情報編集装置のブロック図である。
　情報編集装置１は、オブジェクト格納部１１、配置情報格納部１２、オブジェクト出力
部１３、入力受付部１４、および配置変更部１５を具備する。
【００１９】
　オブジェクト格納部１１は、文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有し得
る２以上のオブジェクトを含むオブジェクト群が格納される。オブジェクトとは、情報編
集装置１が編集する情報の構成要素であり、文字列または画像の少なくとも一方を含むデ
ータである。ここでは、文字列を含むオブジェクトを、文字列オブジェクトと称し、画像
を含むオブジェクトを画像オブジェクトと称す。オブジェクト群は、２以上のオブジェク
トを含む集合である。各オブジェクトはどのような構成を有していても良い。例えば、オ
ブジェクトは、文字列や、画像のみから構成されていてもよいし、タブ等の所定の記号等
で区切られた文字列であってもよく、文字列や画像に識別情報や属性値等を付加したもの
であっても良い。オブジェクトは、タグとタグに関連づけられたデータにより構成されて
いてもよい。具体的には、オブジェクトは、タグと、タグの要素とにより構成されてもよ
いし、タグと、タグにリンクされるデータにより構成されてもよい。また、オブジェクト
は、データベースのレコードや、レコードの属性および属性値とを組み合わせたものであ
ってもよい。オブジェクトおよびオブジェクト群は、汎用性が高いことから、ＸＭＬ（ｅ
ｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ｍａｒｋｕｐ　ｌａｎｇｕａｇｅ）を用いて記述されることが好ま
しい。また、この場合、オブジェクトの内容とは、例えば、後述するオブジェクト出力部
１３から出力されるデータや、オブジェクトの出力に関する属性値等であり、例えば、オ
ブジェクトが、タグと、タグの要素等とにより構成される場合、タグの要素や、タグにリ
ンクされているデータ等である。また、ＨＴＭＬやＳＧＭＬ等で記述されていても良い。
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また、オブジェクトがデータベースの属性値等であれば、オブジェクト群は、ＣＳＶファ
イルやデータテーブル等を構成していてもよい。各オブジェクト同士は、所定の対応関係
を有していても良いし、関係を有していなくても良い。ここでは特に、各オブジェクトが
、木構造に階層化されている場合について説明する。この場合、各オブジェクトの階層関
係は、例えばＸＭＬにより指定可能である。オブジェクトに含まれる画像のデータは、ビ
ットマップデータであっても、ベクトルデータであっても良い。ここで述べる格納とは、
データの送信時や、受信時、取得時、出力時等における一時記憶も含む概念である。オブ
ジェクト格納部１１は、不揮発性の記録媒体でも、揮発性の記録媒体でも良い。
【００２０】
　配置情報格納部１２は、オブジェクト格納部１１に格納されたオブジェクトをそれぞれ
配置するための、前記オブジェクトに対応した、互いに重ならない２以上の領域である配
置領域を設定するための情報である配置領域指定情報を格納する。配置領域とは、各オブ
ジェクトを配置する領域であり、通常、フレームや、ボックス等と呼ばれるものもこれに
含まれる。配置領域指定情報は、具体的には、配置領域のサイズや位置を指定するための
情報である。例えば、配置領域指定情報は、配置領域の幅や高さの情報と、配置領域内の
一点、例えば左上隅の座標情報とにより構成される。また、配置領域指定情報は、配置領
域の出力されるページ等を指定する情報を有していても良い。また、配置領域指定情報は
、例えば、配置領域の形状が矩形であれば、左上隅と、右下隅の座標情報とであっても良
い。また、配置領域指定情報は、配置領域の四隅の座標情報であっても良い。また、配置
領域指定情報は、例えば、配置領域の幅や高さの情報と、配置領域と他の配置領域との縦
方向や横方向の余白の距離、ページ等のオブジェクトが出力されうる領域に対する配置領
域の縦方向や横方向の余白の距離を示す情報等の情報であってもよい。配置領域の位置を
指定するための情報は、ページ等の配置領域を配置可能な領域に対する座標等の、絶対的
な位置を示す情報であっても良いし、配置領域を配置可能な領域の辺や、他の配置領域に
対する相対的な位置を示す情報であっても良い。配置領域指定情報と、配置領域指定情報
により設定される配置領域に配置されるオブジェクトとの対応関係はどのように管理され
ていてもよく、例えば、配置領域指定情報とオブジェクトとを対にもつレコードを有する
テーブル等を用いて管理されてもよい。また、各オブジェクトやタグと、これらに対応す
る配置領域指定情報とに、共通する識別情報を設定することで、配置領域指定情報と、配
置領域に配置されるオブジェクトとの対応関係を管理してもよい。各配置領域と、各配置
領域に配置される各オブジェクトとは通常一対一で対応している。ただし、二以上の配置
領域と、一つのオブジェクトとが対応していてもよい。例えば、オブジェクトが文字列を
有するオブジェクトである場合、文字列の一部を一方の配置領域に配置し、文字列の残り
を他方の配置領域に配置しても良い。配置情報格納部１２は、不揮発性の記録媒体でも、
揮発性の記録媒体でも良い。
【００２１】
　オブジェクト出力部１３は、配置領域指定情報に基づいて設定される配置領域に、それ
ぞれの配置領域に対応した前記各オブジェクトを出力する。例えば、オブジェクト出力部
１３は、オブジェクト情報と配置領域指定情報とを取得し、ページ等のオブジェクトが出
力され得る領域内の、配置領域指定情報により指定される位置に位置決めされる、配置領
域指定情報により指定されるサイズを有する配置領域内に、それぞれの配置領域に対応し
た各オブジェクトを出力する。また、オブジェクト出力部１３は、配置領域の位置を視覚
的に認識しやすくするために、配置領域の枠に枠線を表示するようにしても良い。オブジ
ェクト出力部１３は、ディスプレイやプリンタ等の出力デバイスを含むと考えても含まな
いと考えても良い。オブジェクト出力部１３は、出力デバイスのドライバーソフト、また
は出力デバイスのドライバーソフトと出力デバイス等で実現され得る。出力とは、ディス
プレイへの表示、プリンタへの印字、外部の装置への送信等を含む概念である。また、オ
ブジェクト出力部１３の、配置領域を設定するための構成等は、ＭＰＵやメモリ等から実
現され得る。これらの処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアは
ＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良
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い。
【００２２】
　入力受付部１４は、オブジェクト出力部１３が出力したオブジェクトの少なくとも１つ
に対して、削除指示またはオブジェクトの内容を変更する指示である変更指示を受け付け
る。オブジェクトの内容を変更する指示とは、例えば、オブジェクトが文字列を含む文字
列オブジェクトである場合、文字列の入力や、文字列の属性、例えば文字の大きさ等を変
更する指示である。また、例えば、オブジェクトが画像を含む画像オブジェクトである場
合、画像の大きさを変更する指示等である。なお、出力されているオブジェクトを削除し
たり、オブジェクトの内容を変更、例えば、文字列を入力したり、画像のサイズを変更し
たり、する処理については、公知技術であるので説明は省略する。入力受付部１４が受け
付ける入力は、テンキーやキーボードやマウスやメニュー画面によるもの等、何でも良い
。入力受付部１４は、テンキーやキーボード等の入力手段のデバイスドライバーや、メニ
ュー画面の制御ソフトウェア等で実現され得る。
【００２３】
　なお、入力受付部１４が受け付けた入力に基づいて、オブジェクト出力部１３が出力す
るオブジェクトが変更される。例えば、入力受付部１４が文字の入力を受け付けた場合、
オブジェクト出力部１３は、入力された文字を追加したオブジェクトを出力する。また、
入力受付部１４が文字列や画像を有するオブジェクトの削除の指示を受け付けた場合、出
力されていた画像や文字列を削除する。このような削除を行う場合において、複数のオブ
ジェクト、すなわちオブジェクト群、が木構造を有する場合には、削除されるオブジェク
トの下位に属するオブジェクトを全て削除するようにしても良い。また、場合によっては
、オブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクトの情報も変更してもよい。例え
ば、入力受付部１４が文字の入力を受け付けた場合、オブジェクト出力部１３は、入力さ
れた文字をオブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクトに追加してもよい。
【００２４】
　なお、入力受付部１４が受け付けた入力に基づくオブジェクトに対する変更（削除も含
む）は、オブジェクト出力部１３により、オブジェクト出力部１３がオブジェクト格納部
１１からメモリ等に読み出した情報に対して行われても良い。この場合、この変更指示に
基づいて変更、例えば書き換え、されたメモリ上のオブジェクトが、オブジェクト出力部
１３から出力されることで、変更指示に基づく変更が出力に反映される。また、変更指示
に基づくオブジェクトに対する変更（削除も含む）は、オブジェクト格納部１１に格納さ
れているデータに対して行われても良い。この場合、この変更指示に基づいて変更された
オブジェクト格納部１１のオブジェクトが、毎回オブジェクト出力部１３により読み出さ
れ、オブジェクト出力部１３から出力されることで、変更指示に基づく変更が出力に反映
される。
【００２５】
　配置変更部１５は、入力受付部１４が受け付けた削除指示または変更指示に対応して、
配置領域が重ならずに配置されるように、オブジェクトの配置領域を変更する。具体的に
は、配置変更部１５は、配置領域を変更する際、配置情報格納部１２に格納されている配
置領域指定情報を、変更後の配置領域を設定する情報となるよう更新する。配置変更部１
５は、入力受付部１４が、オブジェクト出力部１３の出力しているオブジェクトに対する
、オブジェクトの出力に要する領域が、配置領域よりも大きくなるような変更指示を受け
付けた場合、変更指示に基づいた変更を行ったオブジェクトが、配置領域内に収まるよう
、配置領域のサイズを変更し、変更後の配置領域が、他の近接する配置領域と重ならない
よう、他の近接する配置領域当の位置を変更する。また、配置変更部１５は、例えば、入
力受付部１４が、オブジェクト出力部１３の出力しているオブジェクトに対する削除指示
を受け付けた場合、オブジェクト出力部１３が削除したオブジェクトに対応する配置領域
を削除し、この削除された配置領域に近接して設定されていた配置領域等を、削除された
配置領域が配置されていた領域を詰めるように、位置を変更する。配置変更部１５は、特
に、オブジェクト同士が木構造を有している場合、削除されたオブジェクトが配置されて
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いた配置領域を削除し、削除指示が指定するオブジェクトと同じ階層のオブジェクトであ
って、削除指示が指定するオブジェクトの一階層上位のオブジェクトに直属となるオブジ
ェクトが配置されている一以上の配置領域の位置を、前記削除されたオブジェクトが配置
されていた領域を詰めるような位置に変更するようにしてもよい。そして、その他のオブ
ジェクトの配置領域は変更しないようにしてもよい。このようにすることで、配置領域の
変更を局所的な変更とすることができる。配置変更部１５が、どのように、配置領域が削
除された領域を詰めるように、近接する配置領域の位置を移動させてもよい。例えば、削
除された配置領域の横に近接していた配置領域等を、横に移動させて、配置領域が削除さ
れた領域を詰めるようにしてもよい。また、例えば、削除された配置領域の下に近接して
いた配置領域等を、上に移動させて、配置領域が削除された領域を詰めるようにしてもよ
い。また、配置変更部１５が、どのように、配置領域のサイズを変更するようにしても良
い。例えば、オブジェクトが全て収まるよう、オブジェクトのサイズに合わせて、配置領
域の縦方向の高さを高くするようにしてもよい。また、横の方向の幅を広くしてもよい。
また、配置変更部１５が、どのように、サイズが変更された配置領域と重ならないように
、近接する他の配置領域の位置を移動させてもよい。例えば、幅方向にサイズ変更された
配置領域の横に近接していた配置領域を、幅が広がった方向に向かって、幅が広がった分
だけ横に移動させてもよい。高さ方向にサイズ変更された配置領域の下に近接していた配
置領域を、下方向に向かって、高さが高くなった分だけ移動させてもよい。また、例えば
、複数の配置領域が、複数のページに配置される場合においては、サイズが変更された配
置領域の下、または横にある配置領域を、次のページ等の他のページに移動させても良い
し、新たにページを追加して、そのページに移動させるようにしても良い。なお、上記の
ような、配置領域を変更する際のルールは、各配置領域それぞれに設定されていても良い
し、共通する配置領域、例えば、同じタグや、クラスにより定義されるオブジェクトが配
置される配置領域ごとに、設定されていてもよい。このようなルールは、配置領域指定情
報とともに配置情報格納部１２に格納されていても良いし、他の記録媒体等に格納されて
いても良い。配置変更部１５は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。配置変更部
１５の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録
媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【００２６】
　次に、情報編集装置の動作について図２のフローチャートを用いて説明する。
　（ステップＳ２０１）オブジェクト出力部１３は、オブジェクトを出力するか否かを判
定する。オブジェクト出力部１３は、どのようにオブジェクトを出力するか否かを判定し
ても良い。例えば、ユーザ等から、入力受付部１４等の受付部が、オブジェクトの出力を
する指示や、情報を編集する指示等を受け付けたか否かを判定して、受け付けた場合にオ
ブジェクトを出力すると判定してもよい。また、他の処理部等からの指示に基づいて、オ
ブジェクトを出力するか否かを判定しても良い。オブジェクトを出力する場合、ステップ
Ｓ２０２へ進み、出力しない場合、ステップＳ２０１に戻る。
【００２７】
　（ステップＳ２０２）オブジェクト出力部１３は、オブジェクトを出力する。具体的に
は、オブジェクト出力部１３は、配置情報格納部１２に格納されている配置領域指定情報
に基づいて、配置領域指定情報により設定される各配置領域に対応するオブジェクトを、
オブジェクト格納部１１から取得し、このオブジェクトを、このオブジェクトに対応した
配置領域指定情報により設定される配置領域内に、配置して出力する。配置領域内におけ
るオブジェクトの縦方向や、横方向における配置、例えば、左揃え、中央揃えや、上揃え
、下揃え等は、問わない。また、オブジェクト出力部１３は、オブジェクト格納部１１に
格納されている全てのオブジェクトを出力してもよいし、一部のオブジェクト、例えばユ
ーザ等により指定されたオブジェクトや、対応する配置領域指定情報が存在するオブジェ
クト、のみを出力してもよい。
【００２８】
　（ステップＳ２０３）配置変更部１５は、入力受付部１４が変更指示、例えば文字の入
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力や、画像のサイズの拡大指示等、を受け付けたか否かを判定する。受け付けた場合、ス
テップＳ２０４へ進み、受け付けていない場合、ステップＳ２１０へ進む。
【００２９】
　（ステップＳ２０４）配置変更部１５は、変更後のオブジェクトが、このオブジェクト
が配置されている配置領域内に収まるか否かを判定する。具体的には、変更指示に基づい
て変更したオブジェクトのサイズを求め、このオブジェクトが配置されている配置領域の
サイズと比較する。配置領域のサイズは、配置領域指定情報から取得、もしくは配置領域
指定情報から取得した情報に基づいて算出する。変更後のオブジェクトのサイズが、配置
領域のサイズよりも大きければ、収まらないと判定し、配置領域以下のサイズであれば、
収まると判定する。収まる場合、ステップＳ２０５に進み、収まらない場合、ステップＳ
２０６へ進む。
【００３０】
　（ステップＳ２０５）オブジェクト出力部１３は、オブジェクトを変更指示等に基づい
て変更したオブジェクトを、配置領域内に出力する。また、配置やサイズが変更された配
置領域等がある場合には、この変更された配置領域内に、対応した各オブジェクトを出力
する。そして、ステップＳ２０３に戻る。なお、オブジェクト出力部１３は、例えば、オ
ブジェクトが文字列オブジェクトであって、変更指示が文字の入力であれば、新たに入力
された文字を加えた文字列オブジェクトを、この配置領域に対応した新たなオブジェクト
として、オブジェクト格納部１１に蓄積しても良いし、以前のオブジェクトを、この新た
なオブジェクトで上書きしても良い。
【００３１】
　（ステップＳ２０６）配置変更部１５は、変更後のオブジェクトが配置領域内に収まる
ように、配置領域を変更、すなわち配置領域のサイズを変更する。具体的には、配置変更
部１５は、配置領域のサイズを設定する配置領域指定情報を変更する。このサイズの変更
の仕方は、例えば予め決められたルール、例えば配置領域を下方向に広げる等のルール、
等に従って行われる。
【００３２】
　（ステップＳ２０７）配置変更部１５は、サイズ変更後の配置領域が、他の配置領域と
重なるか否かを判定する。重なる場合、ステップＳ２０８へ進み、重ならない場合、ステ
ップＳ２０５へ進む。
【００３３】
　（ステップＳ２０８）配置変更部１５は、ステップＳ２０６で変更した配置領域と重な
る配置領域の位置を、配置領域と重ならないように、変更する。この変更は、例えば予め
設定されたルール、例えば、位置の変更は常に下方向への移動に限定するといったルール
や、移動後の配置領域が元のページ内に収まらない場合、新たなページを作成し、そのペ
ージに配置領域を移動させるといったルール等、に従って行われる。
【００３４】
　（ステップＳ２０９）配置変更部１５は、ステップＳ２０８で移動した配置領域が、他
の配置領域と重なるか否かを判定する。重なる場合、ステップＳ２０８へ戻り、重ならな
い場合、ステップＳ２０５へ進む。
【００３５】
　（ステップＳ２１０）配置変更部１５は、入力受付部１４が、削除指示を受け付けたか
否かを判定する。受け付けた場合、ステップＳ２１１へ進み、受け付けていない場合、ス
テップＳ２０３に戻る。
【００３６】
　（ステップＳ２１１）オブジェクト出力部１３は、削除指示を受けたオブジェクトを削
除する。なお、オブジェクト格納部１１に格納されている削除されたオブジェクトのオリ
ジナルとなるオブジェクトも削除するようにしても良い。
【００３７】
　（ステップＳ２１２）配置変更部１５は、オブジェクトが削除された配置領域を削除す
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る。具体的には、オブジェクトが削除された配置領域を設定していた配置領域指定情報を
削除する。なお、ここで述べる削除とは、配置領域指定情報に基づいて、削除された配置
領域を設定できないようにすることも含む。
【００３８】
　（ステップＳ２１３）配置変更部１５は、ステップＳ２１２で削除された配置領域が配
置されていた領域を、詰めるための配置領域が存在するか否かを判定する。どのような配
置領域を、詰めるための配置領域と判定するかというルール等は、予め設定しておく。例
えば、削除された配置領域と同じページに配置されている配置領域のうち、削除された配
置領域の下に他の配置領域があるか否か等を判定し、下に他の配置領域がある場合、詰め
るための配置領域が存在すると判定する。また、配置領域に配置されるオブジェクトが、
木構造に階層化されている場合、削除指示が指定するオブジェクトと同じ階層のオブジェ
クトであって、削除指示が指定するオブジェクトの一階層上位のオブジェクトに直属とな
るオブジェクトが配置されている一以上の配置領域が存在するか否かを判定し、存在する
場合、詰めるための配置領域が存在すると判定するようにしてもよい。詰めるための配置
領域が存在する場合、ステップＳ２１４に進み、存在しない場合、ステップＳ２０３に戻
る。
【００３９】
　（ステップＳ２１４）配置変更部１５は、ステップＳ２１２で削除された配置領域が配
置されていた領域を詰めるように、ステップＳ２１３で存在すると判定された詰めるため
の配置領域を移動させる。具体的には、移動後の配置領域を設定するための配置領域指定
情報により、移動前の配置領域指定情報を更新する。この移動は、例えば予め設定されて
いるルール、例えば、上方向に移動させるというルールや、次ページの配置領域は移動さ
せないというルール等、に沿って行われる。なお、配置領域に配置されるオブジェクトが
、木構造に階層化されており、削除指示が指定するオブジェクトと同じ階層のオブジェク
トであって、削除指示が指定するオブジェクトの一階層上位のオブジェクトに直属となる
オブジェクトが配置されている配置領域が複数存在する場合、この配置領域を一つのグル
ープとして、このグループ内の配置領域のみを削除した領域を詰めるように移動させても
よい。
【００４０】
　（ステップＳ２１５）配置変更部１５は、ステップＳ２１４で移動させた配置領域が配
置されていた領域を詰める配置領域があるか否かを判定する。この判定は、ステップＳ２
１３と同様の処理により行われる。詰める配置領域がある場合、ステップＳ２１４に戻り
、ない場合、ステップＳ２０３に戻る。
【００４１】
　（ステップＳ２１６）オブジェクト出力部１３は、配置が変更された配置領域内に、対
応した各オブジェクトを出力する。そして、ステップＳ２０３に戻る。
　なお、図２のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は終
了する。
【００４２】
　以下、本実施の形態における情報編集装置の具体的な動作について説明する。情報編集
装置の概念図は図３である。ここではオブジェクト出力部１３は表示デバイスとしてディ
スプレイ３０を有する場合について説明する。
【００４３】
　図４は、オブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクト群の構成を示す図であ
る。ここでは、例えば、オブジェクト群は、ＸＭＬにより記述されているものとする。「
＜」と「＞」とで囲まれているものがタグで、「＜」と「＞」とで囲まれている文字をそ
のタグの属性とする。また、開始タグ「＜属性＞」と、終了タグ「＜／属性＞で囲まれて
いる情報を要素とする。そして、開始タグと、終了タグと、要素とを組み合わせたものが
一つのオブジェクトに相当する。また、一つの開始タグと終了タグとの間に、他のオブジ
ェクトが挿入されている場合、その挿入されたオブジェクトは、挿入先となる開始タグと
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終了タグとで定義されるオブジェクトの、下位の階層のオブジェクト、より詳しくは、直
属のオブジェクトとなる。通常同じ属性のタグにより定義されるオブジェクト同士は、同
じ属性を有する情報として出力される。例えば、同じ属性の文字列オブジェクト同士には
、同じフォントや、文字サイズ等の属性が適用されて出力される。例えば、このように同
じ属性のタグによって定義されるオブジェクトに対して、同じ出力上の属性を定義する技
術としては、例えば、カスケーディングスタイルシート（ＣＳＳ）等が知られている。開
始タグ内のＩＤは、オブジェクトを識別するための管理情報であり、ここではオブジェク
トＩＤと呼ぶ。このオブジェクト群は、例として、一つの商品カタログを構成するために
用いられるオブジェクトにより構成されるものである。「商品カタログ」タグは、商品カ
タログを示すオブジェクトを定義する。「商品情報」タグは、一つの商品を示すオブジェ
クト、「商品画像」タグは、商品の画像を示す画像オブジェクト、「生産地」タグは、商
品の生産地を示す文字列オブジェクト、「商品名」タグは、商品名を示す文字列オブジェ
クト、「商品コード」タグは、商品コードを示す文字列オブジェクト、「商品単位」タグ
は、商品の重さを示す文字列オブジェクト、「コピー」タグは、商品についての説明を示
す文字列オブジェクト、「税込価格」タグは、商品の税込価格を示す文字列オブジェクト
、をそれぞれ定義する。なお、「商品画像」タグ内には、この画像オブジェクトを構成す
る画像情報のリンク先を指定する情報、「＜ｉｍｇ　ｓｒｃ＝"／ｉｍａｇｅｓ／・・・
・・．ＪＰＧ"／＞等が記載されている。
【００４４】
　図５は、配置情報格納部１２が格納している配置領域指定情報を管理するための配置領
域指定情報管理表を示す図である。配置領域指定情報管理表は、「領域ＩＤ」、「座標」
、「サイズ」、「ページ」および「オブジェクトＩＤ」という属性を有している。「領域
ＩＤ」は、配置領域を識別するための識別情報、「座標」は、ページ内の配置領域の左上
隅の座標情報、「サイズ」は、配置領域の幅および高さの情報、「ページ」は、配置領域
が配置されるページ番号、「オブジェクトＩＤ」は、配置領域に配置されるオブジェクト
を指定するためのＩＤで、図４における開始タグ内のオブジェクトＩＤに対応する。ここ
では、例として、「座標」および「サイズ」の単位はポイントを使用している。
【００４５】
　まず、例えば、ユーザが、商品カタログを編集するために、オブジェクトが配置された
商品カタログを編集する画面を開くための指示を、メニュー等を用いて情報編集装置１に
与えたとする。
【００４６】
　この指示に基づいて、オブジェクト出力部１３は、図５に示した配置領域指定情報管理
表に基づいて、各配置領域指定情報のオブジェクトＩＤと同じオブジェクトＩＤを持つオ
ブジェクトを、図４に示したオブジェクト群の中から順次取得し、それぞれが対応する配
置領域指定情報により設定される配置領域内に、各オブジェクトを配置する。そして各オ
ブジェクトを配置して得られる画像を、図６に示すように、ディスプレイ３０に出力する
。なお、ここでは、各配置領域についても、編集時には配置領域間の位置関係が判断しや
すいため、枠線を描画しているものとする。なお、各配置領域の左上隅のＩＤは、実際に
は表示されないが説明のために付与したもので、図５の領域ＩＤに対応しており、どの配
置領域がどの配置領域指定情報に対応するかを示している。例えば、図５の「領域ＩＤ」
が「４」である配置領域指定情報における「オブジェクトＩＤ」は「００５」であること
から、図４における開始タグ内のＩＤが「００５」であるオブジェクトの要素、すなわち
「北海巻きえび」という文字列が、「領域ＩＤ」が「４」である配置領域指定情報により
設定される配置領域６１内に出力される。なお、以下、「領域ＩＤ」が「４」である配置
領域指定情報により設定される配置領域、のことを、単に、「領域ＩＤ」が「４」である
配置領域と称すこととする。かかることは、「領域ＩＤ」が「４」以外である場合につい
ても同様とする。
【００４７】
　ここで、ユーザが、図６に示す画面において、「領域ＩＤ」が「１４」である配置領域
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６１内をポインタ等でクリックして、文字を入力するためのカーソルを表示させ、キーボ
ード等から文字列を追加入力したとする。入力した文字列は、「２００６年特別限定企画
商品です。２００箱限定となっておりますので、お早めにご予約下さい。」であったとす
る。入力受付部１４は、この入力された文字列を受け付ける。
【００４８】
　配置変更部１５は、入力受付部１４が文字列を受け付けたことから、入力受付部１４が
変更指示を受け付けたと判断し、配置領域６１内に配置されていた文字列オブジェクトに
、この追加された文字列を加えて得られる文字列オブジェクトのサイズを算出する。ここ
では、「厳選されたスケトウダラの卵の中から手作業で選別された極みの味。２００６年
特別限定企画商品です。２００箱限定となっておりますので、お早めにご予約下さい。」
という文字列の大きさを、配置領域の幅に合わせて文字列を折り返した場合について、文
字のサイズ、文字間の間隔、行間等から算出する。算出して得られた文字列の幅が２４０
ポイント、高さが７４ポイントであったとする。
【００４９】
　次に、配置変更部１５は、配置領域６１のサイズを配置領域指定情報から取得する。こ
こでは、図５に示すように、配置領域６１のサイズは、幅が２４０ポイント、高さが４４
ポイントである。
【００５０】
　このため、現在の配置領域６１には、変更指示により変更された文字列オブジェクトの
全てが収まらないため、配置変更部１５は、この文字列オブジェクトが収まるよう、予め
設定されているルールに従って配置領域６１のサイズを変更する。ここでは、変更のルー
ルが、「配置領域の幅は常に変更せず、高さのみを文字列が全て収まるよう変更する。変
更により高さが増加する方向は下方向とする」というルールに設定されているとする。配
置変更部１５は、このルールに従って、幅が２４０ポイント、高さが７４ポイントの文字
列オブジェクトが収まるよう、配置領域６１のサイズを、幅は２４０ポイントのまま変更
せず、高さのみを文字列オブジェクトと同じ大きさである７４ポイントに変更することを
決定し、この値により、図５に示した配置領域指定情報管理表の「領域ＩＤ」が「１４」
である配置領域指定情報の「サイズ」属性を書き換える。
【００５１】
　次に、配置変更部１５は、サイズが変更された配置領域６１が、他の配置領域と重なる
か否かを判定する。例えば、サイズが変更された配置領域６１のｘ座標の範囲とｙ座標の
範囲とを求め、他の配置領域のｘ座標の範囲およびｙ座標の範囲がともに、配置領域６１
のｘ座標の範囲とｙ座標の範囲との少なくとも一部と重複するか否かを判断し、ともに重
複する部分がある場合に、この配置領域同士は重なっていると判断できる。
【００５２】
　重なっていなければ、オブジェクト出力部１３は、書き換えられた配置領域指定情報管
理表に基づいて、サイズを変更した配置領域６１内に、変更された文字列を配置して出力
する。
【００５３】
　重なっている場合、配置変更部１５は、重なっているオブジェクトを予め設定されてい
るルールに従って移動させる。ここでは、「領域ＩＤ」が「１５」である配置領域６２が
、サイズを変更したい配置領域６１と重なることとなるため、配置領域６２の位置を移動
させる。この移動させる際のルールは、「上方に位置する表示領域との余白が、１８ポイ
ントとなるように、下方向に移動させる。移動後の配置領域がページからはみ出す場合、
配置領域を次ページの先頭に移動させる」というルールであったとする。このルールに従
って、配置変更部１５は、配置領域６２の上端が、サイズが変更された配置領域６１の下
辺から、１８ポイント下の位置とすることを決定する。ここでは、ページの表示領域を配
置できる最も下のｙ座標は、８００ポイントで、移動後の配置領域６２は、元のページ内
に収まることから、配置領域６２は、次ページに移動させる必要はない。そして、この位
置に配置領域６２が設定されるよう、図５の配置領域指定情報管理表の「領域ＩＤ」が「
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１５」である配置領域指定情報の「座標」を「（３００、６７６）」に変更する。
【００５４】
　次に、配置変更部１５は、この移動させた配置領域６２に重なる配置領域があるか否か
を判定する。ここでは、重なる配置領域がないため、オブジェクト出力部１３は、書き換
えられた配置領域指定情報管理表に基づいた出力を行う。
【００５５】
　図７は、書き換えられた配置領域指定情報管理表を示す図である。また図８は、変更指
示により変更された配置領域にオブジェクトを配置した場合の、ディスプレイ３０の表示
例を示す。
【００５６】
　つぎにユーザが、図８に示す画面において、「領域ＩＤ」が「６」である配置領域８１
内の文字列を、マウス等を用いて選択し、キーボードの削除キー等を押したとする。
　この操作により、入力受付部１４は、配置領域８１内の文字列オブジェクトの削除指示
を受け付ける。
【００５７】
　オブジェクト出力部１３は、この削除指示に基づいて、配置領域８１内に配置していた
ＩＤが「００７」である文字列オブジェクトを削除する。
　また、配置変更部１５は、この削除された文字列オブジェクトに対応した配置領域８１
を削除する。
【００５８】
　次に、配置変更部１５は、削除指定されたオブジェクトであるオブジェクトＩＤが「０
０７」のオブジェクトと同じ階層のオブジェクトであって、削除指示が指定するオブジェ
クトの一階層上位のオブジェクトに直属となるオブジェクトが配置されている一以上の配
置領域が存在するか否かを判定する。ここでは、オブジェクトＩＤが「００７」のオブジ
ェクトと同じ階層のオブジェクトであって、削除指示が指定するオブジェクトの一階層上
位のオブジェクト、すなわちオブジェクトＩＤが「００２」のオブジェクト、に直属とな
るオブジェクトとして、図４に示すオブジェクト群の構成から、オブジェクトＩＤが「０
０３」、「００４」、「００５」、「００６」、「００８」、「００９」のオブジェクト
が存在することを判定する。また、これらに対応した配置領域として、「領域ＩＤ」が「
２」、「３」、「４」、「５」、「７」、「８」である配置領域があるため、配置変更部
１５は、配置領域が存在する、と判定する。さらにここでは、これらの配置領域のうち、
削除された配置領域の下方に位置する配置領域を、図７に示した配置領域指定情報管理表
の、「座標」属性のｙの値から判定する。ここでは、削除した「領域ＩＤ」が「６」であ
る配置領域についての「座標」属性のｙの値は、「２４８」で、「座標」属性のｙの値が
、これよりも小さい配置領域は、「領域ＩＤ」が「７」、および「８」である配置領域と
なる。
【００５９】
　配置変更部１５は、まず、「領域ＩＤ」が「７」、および「８」である配置領域のうち
の、削除した配置領域にもっとも近接した配置領域である「領域ＩＤ」が「７」の配置領
域８２の位置を、予め設定されたルールに従って移動させて、削除した配置領域が配置さ
れていた領域を詰める。ここでは、「上方に位置する表示領域との余白が、１８ポイント
となるように、上方向に移動させる。移動後の配置領域がページからはみ出す場合、配置
領域は移動させない。」というルールが設定されていたとする。このルールに従って、配
置変更部１５は、配置領域８２の上端が、削除された配置領域８１の直上に存在している
「領域ＩＤ」が「５」の配置領域の下辺から、１８ポイント下の位置となるように配置領
域８２を移動させることを決定する。ここでは、このような移動後の配置領域８２は、元
のページ内に収まることから、配置領域８２を移動させてもよいこととなる。そして、こ
の位置に配置領域８２は設定されるよう、図７の配置領域指定情報管理表の「領域ＩＤ」
が「７」である配置領域情報の「座標」を「（３００、２４８）に変更する。
【００６０】
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　さらに、配置変更部１５は、前記と同様の判定を行い、削除された配置領域８１と移動
させた配置領域８２とにより生じた配置領域がない領域を詰めるための配置領域として、
「領域ＩＤ」が「８」である配置領域８３を決定する。そして、この配置領域８３の位置
を、前記と同様のルールに従って移動させ、配置領域がない領域を「領域ＩＤ」が「８」
の配置領域８３により詰めるよう、配置領域指定情報の「座標」を、「（３００、３１０
）」に変更する。
【００６１】
　さらに、配置変更部１５は、前記と同様の判定を行い、削除された配置領域８１と移動
させた配置領域８２および配置領域８３とにより生じた配置領域がない領域を詰めるため
の配置領域があるか否かを判定する。ここでは、対象となる配置領域がないため、オブジ
ェクト出力部１３は、変更された配置領域指定情報管理表に基づいた出力を行う。
【００６２】
　図９は、書き換えられた配置領域指定情報管理表を示す図である。また、図１０は、変
更指示により変更された配置領域にオブジェクトを配置した場合の、ディスプレイ３０の
表示例を示す。
【００６３】
　以上、本実施の形態によれば、配置領域内のオブジェクトに対する変更により、オブジ
ェクトが、配置領域内に収まらなくなった場合に、配置領域を広げるようにし、さらに、
配置領域を広げたことによって、配置領域が他の配置領域に重なる場合には、重なる他の
配置領域の位置をずらすようにしたことにより、配置領域内に収まらなくなったオブジェ
クトも全て出力することが可能となる。さらに、配置領域を広げた場合においても、この
配置領域と重なるようになる他の配置領域については、この配置領域と重ならないように
配置領域を変更することで、他の配置領域内におけるオブジェクトの出力の妨げにならな
いようにすることができる。
【００６４】
　また、配置領域内のオブジェクトを削除した場合に、この削除したオブジェクトの配置
領域も削除し、さらにこの配置領域の削除により生じた配置領域のない領域を、近接する
配置領域で詰めるようにしたので、無駄な空間や不必要な空間を減らして、情報伝達性に
優れた情報を提供することが可能となる。
【００６５】
　なお、前記具体例において説明した配置領域を拡大したり、移動させたりする際のルー
ル等は一例であり、オブジェクトの内容等により、ページ構成等から、適宜設定するよう
にすればよい。
【００６６】
　なお、本実施の形態に係る情報編集装置をサーバ・クライアントシステムにおいて実現
するようにしても良い。このような場合、サーバ装置は、文字列または画像の少なくとも
一方をデータとして有し得る２以上のオブジェクトを含むオブジェクト群が格納されるオ
ブジェクト格納部と、前記オブジェクト格納部に格納されたオブジェクトをそれぞれ配置
するための、前記オブジェクトに対応した、互いに重ならない２以上の領域である配置領
域を設定するための情報である配置領域指定情報を格納する配置情報格納部と、前記配置
領域指定情報に基づいて設定される配置領域に、それぞれの配置領域に対応した前記各オ
ブジェクトを出力するオブジェクト出力部と、前記オブジェクト出力部が出力したオブジ
ェクトの少なくとも１つに対して、削除指示またはオブジェクトの内容を変更する指示で
ある変更指示を受け付ける入力受付部と、前記入力受付部が受け付けた削除指示または変
更指示に対応して、前記配置領域が重ならずに配置されるように、前記オブジェクトの配
置領域を変更する配置変更部とを具備する構成とすればよい。
【００６７】
　また、クライアント装置は、サーバ装置のオブジェクト出力部等により、ネットワーク
等を介して送信される、オブジェクトを出力するための情報等を受信する受信部と、受信
した情報の出力、例えば表示等を行う出力部を備えるとともに、変更指示を受け付ける受
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付部と、受け付けた変更指示を、ネットワーク等を介してサーバ装置の入力受付部に対し
て送信する送信部を備えるものとすればよい。
【００６８】
　また、上記実施の形態において、各構成要素は専用のハードウェアにより構成されても
よく、あるいは、ソフトウェアにより実現可能な構成要素については、プログラムを実行
することによって実現されてもよい。例えば、ハードディスクや半導体メモリ等の記録媒
体に記録されたソフトウェア・プログラムをＣＰＵ等のプログラム実行部が読み出して実
行することによって、各構成要素が実現され得る。なお、上記各実施の形態における情報
編集装置を実現するソフトウェアは、以下のようなプログラムである。つまり、このプロ
グラムは、コンピュータに、文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有し得る
２以上のオブジェクトをそれぞれ配置するための、互いに重ならない２以上の領域である
配置領域を設定するための情報である前記配置領域指定情報に基づいて設定される配置領
域に、それぞれの配置領域に対応した前記各オブジェクトを出力するオブジェクト出力ス
テップと、前記オブジェクト出力ステップで出力したオブジェクトの少なくとも１つに対
して、削除指示またはオブジェクトの内容を変更する指示である変更指示を受け付ける入
力受付ステップと、前記入力受付ステップで受け付けた削除指示または変更指示に対応し
て、前記配置領域が重ならずに配置されるように、前記オブジェクトの配置領域を変更す
る配置変更ステップとを実行させるためのプログラム、である。
【００６９】
　なお、上記プログラムにおいて、情報を送信する送信ステップや、情報を受信する受信
ステップなどでは、ハードウェアによって行われる処理、例えば、送信ステップにおける
モデムやインターフェースカードなどで行われる処理（ハードウェアでしか行われない処
理）は含まれない。かかることは、他の実施の形態においても同様である。
【００７０】
　また、このプログラムは、サーバなどからダウンロードされることによって実行されて
もよく、所定の記録媒体（例えば、ＣＤ－ＲＯＭなどの光ディスクや磁気ディスク、半導
体メモリなど）に記録されたプログラムが読み出されることによって実行されてもよい。
かかることは、他の実施の形態においても同様である。
【００７１】
　また、このプログラムを実行するコンピュータは、単数であってもよく、複数であって
もよい。すなわち、集中処理を行ってもよく、あるいは分散処理を行ってもよい。かかる
ことは、他の実施の形態においても同様である。
【００７２】
　（実施の形態２）
　本実施の形態に係る情報編集装置は、上記実施の形態１に係る情報編集装置において、
一つの文字列オブジェクトに特定のキーワードが含まれる場合に、この文字列オブジェク
トに関連した文字列オブジェクトの属性を変更するようにしたものである。
【００７３】
　図１１は、本実施の形態における情報編集装置のブロック図である。
　情報編集装置２は、オブジェクト格納部１１、配置情報格納部１２、オブジェクト出力
部１３、入力受付部１４、配置変更部１５、属性値変更情報格納部２１、判断部２２、属
性値変更部２３とを具備する。
【００７４】
　オブジェクト格納部１１、配置情報格納部１２、オブジェクト出力部１３、入力受付部
１４、および配置変更部１５の構成については前記実施の形態１と同様であるので説明は
省略する。なお、本実施の形態においては、複数のオブジェクトは、木構造に階層化され
ており、オブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクト群は、文字列を有するオ
ブジェクトである文字列オブジェクトを２以上有するものとする。
【００７５】
　属性値変更情報格納部２１は、文字列オブジェクトが有し得るキーワードと、文字列オ
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ブジェクトの属性値とを有する情報である属性値変更情報との組を１組以上格納している
。キーワードとは予め設定された所定の文字列である。文字列オブジェクトの属性値とは
、文字列オブジェクトが有する文字列を出力する際の、文字サイズや、フォント、斜体や
長体や太字等の文字の修飾、文字色等の、文字列を構成する文字の属性を決定する値であ
る。文字列オブジェクトの属性値のデータ構造は問わない。このような文字列に属性値を
適用する技術としては、例えば、上述したようなＣＳＳの技術等が利用可能である。属性
値変更情報は、キーワードと属性値変更情報との対を、１以上、有している。属性値変更
情報格納部２１は、不揮発性の記録媒体でも、揮発性の記録媒体でも良い。
【００７６】
　判断部２２は、文字列オブジェクトが有する文字列が、前記キーワードを含むか否かを
判断する。判断部２２が判断の対象とする文字列オブジェクトは、どの文字列オブジェク
トであってもよく、例えば、オブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクトであ
ってもよく、オブジェクト出力部１３が出力のために取得したオブジェクトや、出力した
オブジェクトであってもよい。また、判断部２２が判断の対象とする文字列オブジェクト
は、入力受付部１４が受け付けた文字列の入力により内容が変更されたオブジェクトであ
ってもよい。判断部２２は、具体的には、前記属性値変更情報格納部２１に格納されてい
るキーワードが、各文字列オブジェクト、例えば、オブジェクト出力部１３がオブジェク
トを出力するために取得した文字列オブジェクト、に含まれるか否かを検索して、一致す
る文字列がある場合に、その文字列オブジェクトがキーワードを含むと判断する。判断部
２２が、キーワードが含まれるかを検索し、判断する処理を行うタイミングやトリガーは
問わない。例えば、オブジェクト出力部１３がオブジェクトを出力する際に処理を行うよ
うにしてもよいし、オブジェクト出力部１３がオブジェクトを出力した直後に処理を行う
ようにしてもよいし、入力受付部１４が文字列の入力を受け付けた場合に処理を行うよう
にしてもよい。また、入力受付部１４等の受付部が、ユーザからの上記の処理を行う指示
を受け付けた場合に処理を行うようにしても良い。判断部２２は、通常、ＭＰＵやメモリ
等から実現され得る。判断部２２の処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソ
フトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で
実現しても良い。
【００７７】
　属性値変更部２３は、判断部２２がキーワードを含むと判断した場合、このキーワード
を含む文字列オブジェクトに対して、所定の対応関係の有する文字列オブジェクトの属性
値を、このキーワードと対になる属性値に変更する。「キーワードと対になる属性値」と
は、キーワードを有する属性値変更情報が、キーワードと対にして保持している文字列オ
ブジェクトの属性値のことである。「所定の対応関係」とは、１以上のオブジェクトが特
定可能であれば、どのような対応関係であっても良い。所定の対応関係の有する文字列オ
ブジェクトとは、例えば、キーワードを含む文字列オブジェクトと関連づけられた特定の
識別情報を有する文字列オブジェクトや、特定のタグを有する文字列オブジェクトである
。また、所定の対応関係の有する文字列オブジェクトとは、キーワードを含む文字列オブ
ジェクトに対して、所定の階層関係を有するオブジェクトであってもよい。例えば、キー
ワードを含む文字列オブジェクトに直属する下位の階層のオブジェクトや、キーワードを
含む文字列オブジェクトが直属する上位の階層のオブジェクト等であってもよい。また、
キーワードを含む文字列オブジェクトの一階層上位のオブジェクトに直属となる文字列オ
ブジェクトであってもよい。また、キーワードを含む文字列オブジェクトに対して所定の
階層だけ上位の階層のオブジェクトや、所定の階層だけ下位の階層のオブジェクトであっ
ても良い。なお、「所定の階層」が何階層は問わない。例えば、所定の階層だけ上位の階
層の文字列オブジェクトが、一階層だけ上位の階層の文字列オブジェクトであっても良い
し、二階層上位の階層の文字列オブジェクトであっても良い。また、この場合は特に、複
数の階層を同時に指定しても良い。この「所定の階層」はどのように設定できるようにし
ても良い。例えば、階層数を整数の数値で設定しても良いし、たとえば、オブジェクト間
の階層構造が、上述した実施の形態１の具体例のように、ＸＭＬ等を用いてタグにより定
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義される場合、「所定の階層」をタグで指定しても良い。また、属性値変更部２３は、判
断部が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワードを含む文字列オブジェクト
に対して、所定の階層だけ上位の階層のオブジェクトと、その下位の階層となるオブジェ
クトとのうちの、上述したような所定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値を
、キーワードと対になる属性値に変更するようにしてもよい。例えば、キーワードを含む
文字列オブジェクトの上位の階層となるオブジェクトの下位の階層となるオブジェクトの
うちの、キーワードを含む文字列オブジェクトに対応付けられた特定のタグで定義される
オブジェクトのみの属性値を変更するようにしても良い。属性値変更部２３は、どのよう
に文字列オブジェクトの属性値を変更しても良い。通常は、属性値変更部２３は、文字列
オブジェクトの文字列の属性値を書き換えたり、追加したりすることで属性値を変更する
。文字列オブジェクトの属性値は文字列オブジェクトに対応して保持されていれば、文字
列オブジェクトが有していても、属性値を管理する情報として、文字列オブジェクトとは
別に蓄積されていてもよい。なお、文字列オブジェクトに対して設定される属性値が重複
することが考えられる場合、例えば、一つの文字列オブジェクトに対して、文字色の属性
値が二つ設定される場合等には、どのように、どちらの属性値を優先させるようにしても
良い。例えば、属性値変更部２３が設定する属性値が、予め設定されている文字列よりも
優先されるようにしても良い。また、属性値自身に、優先順位を判定するための情報を与
えておき、オブジェクト出力部１３が、出力する際に、この情報に基づいて、いずれの属
性値を利用するかを判断するようにしてもよい。また、オブジェクト出力部１３が出力す
る際に、先に読み出される属性値あるいは後に読み出される属性値が優先されるようにし
ても良い。属性値変更部２３は、どこに格納されているオブジェクトに対して属性値の変
更を行なっても良い。例えば、オブジェクト出力部１３が取得し、メモリ等に記憶してい
るオブジェクトに対して、属性値の変更を行なってもよいし、オブジェクト格納部１１に
格納されているオブジェクトに対して属性値の変更を行なっても良い。属性値変更部２３
は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。属性値変更部２３の処理手順は、通常、
ソフトウェアで実現され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但
し、ハードウェア（専用回路）で実現しても良い。
【００７８】
　次に、情報編集装置の動作について図１２のフローチャートを用いて説明する。なお、
図において、図２と同一符号は同一または相当する処理を示し、ここでは説明を省略する
。
【００７９】
　（ステップＳ１２０１）判断部２２と属性値変更部２３とは、文字列オブジェクトの属
性値を変更する。なお、この処理の詳細については、図１３のフローチャートを用いて後
述する。なお、この処理は、ステップＳ２０２において、オブジェクト出力部１３がオブ
ジェクトを取得した後であって、取得したオブジェクトを出力する前に、行なうようにし
ても良いし、ステップＳ２０２の前のステップとして、オブジェクト格納部１１が格納し
ているオブジェクトに対して行なうようにしても良い。
【００８０】
　（ステップＳ１２０２）判断部２２と属性値変更部２３とは、文字列オブジェクトの属
性値を変更する。なお、この処理は、ステップＳ２０３により文字の入力を受け付けた文
字列オブジェクトに対してのみ、所定のキーワードが含まれているかを判断すること以外
は、ステップＳ１２０１と同様の処理であるので、説明は省略する。
　なお、図１２のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は
終了する。
【００８１】
　次に、図１２のステップＳ１２０１の処理の詳細について、図１３のフローチャートを
用いて説明する。
　（ステップＳ１３０１）判断部２２は、カウンターｋに１を代入する。
【００８２】
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　（ステップＳ１３０２）判断部２２は、属性値変更情報格納部２１が格納している属性
値変更情報のうちの、ｋ番目の属性値変更情報に含まれるキーワードを取得する。
　（ステップＳ１３０３）判断部２２は、カウンターｍに１を代入する。
【００８３】
　（ステップＳ１３０４）判断部２２は、ｍ番目の文字列オブジェクトに、ステップＳ１
３０２で取得したキーワードが含まれるか否かを判断する。具体的には、キーワードによ
り文字列オブジェクト内を検索し、一致する文字列がある場合、キーワードが含まれると
判断する。キーワードが含まれる場合、ステップＳ１３０５へ進み、含まれない場合、ス
テップＳ１３０６へ進む。
【００８４】
　（ステップＳ１３０５）　属性値変更部２３は、ｍ番目の文字列オブジェクトに対して
、所定の階層だけ上位の階層の文字列オブジェクトの属性値を、キーワードと対になる属
性値、すなわちｋ番目の属性値変更情報に含まれる属性値に変更する。そして、ステップ
Ｓ１３０６に進む。
　（ステップＳ１３０６）判断部２２は、カウンターｍを１インクリメントする。
【００８５】
　（ステップＳ１３０７）判断部２２は、ｍ番目の文字列オブジェクトがあるか否かを判
定する。ある場合、ステップＳ１３０４に進み、ない場合、ステップＳ１３０８に進む。
　（ステップＳ１３０８）判断部２２は、カウンターｋを１インクリメントする。
【００８６】
　（ステップＳ１３０９）判断部２２は、ｋ番目の属性値変更情報があるか否かを判定す
る。ある場合、ステップＳ１３０２に戻り、ない場合、上位関数にリターンする。
【００８７】
　以下、本実施の形態における情報編集装置の具体的な動作について説明する。情報編集
装置の概念図は図３と同様である。
【００８８】
　図１４は、オブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクト群の構成を示す図で
ある。このオブジェクト群については、＜商品名＞というタグで定義されるテキストオブ
ジェクトがない点、＜商品情報＞タグ内に商品名の文字列が格納されている点、＜コピー
＞タグ内の要素が異なる点等を除けば、図４と同様であるのでここでは、詳細の説明は省
略する。なお、ここでは、＜商品情報＞タグにより定義される文字列オブジェクトについ
ては、文字の太さが標準であり、文字サイズが１２ポイントという文字の属性値が初期値
として定義されているものとする。
【００８９】
　図１５は、配置情報格納部１２が格納している配置領域指定情報を管理するための配置
領域指定情報管理表を示す図である。この配置領域指定情報管理表については、図５と同
様であるので、詳細な説明は省略する。
【００９０】
　図１６は、属性値変更情報格納部２１が格納している属性値変更情報を管理するための
属性値変更情報管理表である。属性値変更情報管理表は、「変更ＩＤ」、「キーワード」
、「属性値」という属性を有している。「変更ＩＤ」は、属性値変更情報を管理するため
の識別情報である。「キーワード」は、属性値を変更する文字列情報を検索する際に用い
られるキーワード、「属性値」は、文字列オブジェクトに適用される属性値であり、「ｆ
ｏｎｔ－ｓｔｙｌｅ：ｉｔａｌｉｃ」とは、文字の形状を斜体に変更する属性値、「ｆｏ
ｎｔ－ｓｉｚｅ：１８ｐｔ」とは、文字のサイズを１８ポイントに設定する属性値、「ｆ
ｏｎｔ－ｗｅｉｇｈｔ：ｂｏｌｄ」とは、文字を太字に設定する属性値である。なお、こ
こでは、説明を簡単にするために、一つの文字列オブジェクトに対して設定される文字の
属性は、その文字列オブジェクトの下位の階層の文字列オブジェクトに継承されないもの
とする。
【００９１】
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　まず、例えば、ユーザが、商品カタログを編集するために、オブジェクトが配置された
商品カタログを編集する画面を、開く指示を、メニュー等を用いて情報編集装置１に与え
たとする。
【００９２】
　判断部２２は、図１４に示したようなオブジェクト格納部１１が格納している文字列オ
ブジェクトの中に、図１６に示した属性値変更情報が有するキーワードが含まれるか否か
を判断する。ここでは、図１６に示すように、属性値変更情報は、「新商品」、「限定」
というキーワードを有しており、それぞれのキーワードが、含まれる文字列オブジェクト
を検索する。ここでは、「限定」というキーワード１４１が、オブジェクトＩＤが「００
７」の、＜コピー＞タグで定義される文字列オブジェクト内に検出され、キーワードが含
まれると判断される。
【００９３】
　判断部２２は、この判断結果に基づいて、このオブジェクトＩＤが「００７」である文
字列オブジェクトに対して、所定の階層だけ上位の階層の文字列オブジェクトの属性値を
、図１６に示した属性値変更情報のうちの、「限定」というキーワードを含む「変更ＩＤ
」が「０２」である属性値変更情報に含まれる属性値に変更する。ここでは上位の階層は
、予め一階層上位の階層に設定されているものとし、この階層を設定する情報は、メモリ
等に格納されている。このため、属性値の変更対象となる文字列オブジェクトは、ＩＤが
「００２」である＜商品情報＞タグで定義される文字列オブジェクトとなる。この文字列
オブジェクトに対する属性の変更は、例えば、この文字列を定義するタグである＜商品情
報＞の開始タグを、このタグに「変更ＩＤ」が「０２」である属性値変更情報に含まれる
属性値を示す情報を加えた＜商品情報　ＩＤ＝００２　ｓｔｙｌｅ＝"ｆｏｎｔ－ｓｉｚ
ｅ：１８ｐｔ；ｆｏｎｔ－ｗｅｉｇｈｔ：ｂｏｌｄ；"＞というタグに置き換えることに
より、行われる。なお、タグ内のｓｔｙｌｅ＝"属性値"とは、このタグで定義される文字
列オブジェクトの属性値を、"属性値"内の属性値に設定する、ということを示す。また、
ここでは、ｓｔｙｌｅ＝"属性値"で設定される属性値が、タグに元々設定されている初期
値の属性値よりも優先されるものとする。この判断部２２が属性値を変更した文字列オブ
ジェクトによって、例えば、図１７に示すように、オブジェクト格納部１１に格納されて
いる文字列オブジェクトが上書きされる。上書きせずに、属性値の変更等をメモリ等に保
持しているようにしてもよい。
【００９４】
　オブジェクト出力部１３は、図１５に示した配置領域指定情報管理表に基づいて、各配
置領域指定情報のオブジェクトＩＤと同じＩＤを持つオブジェクトを、図１７に示したオ
ブジェクト群の中から順次取得し、それぞれが対応する配置領域指定情報により設定され
る配置領域内に、各オブジェクトを配置する。なお、属性値が変更された文字列オブジェ
クトについては、この属性値が変更された文字列オブジェクトを取得し、配置する。そし
て、オブジェクト出力部１３配置した文字列オブジェクトを出力する。出力例を図１８に
示す。なお、図１８においては、編集画面の一部を拡大表示した出力例を示している。Ｉ
Ｄが「００２」である文字列オブジェクトの文字列「北海巻きえび」は、「領域ＩＤ」が
「２」の配置領域１８１に配置されており、その文字サイズは１８ポイントで、文字は太
字となる。
【００９５】
　次に、ユーザが、画面に表示される、「領域ＩＤ」が「１４」である配置領域内をポイ
ンタ等でクリックして、文字を入力するためのカーソルを表示させ、キーボード等から文
字列を追加入力したとする。入力した文字列は、「新商品です。」であったとする。入力
受付部１４は、この入力された文字列を受け付ける。
【００９６】
　判断部２２は、文字の入力を受け付けた文字列オブジェクトである、「領域ＩＤ」が「
１４」内に配置されたＩＤが「０１４」文字列オブジェクトの中に、図１６に示した属性
値変更情報が有するキーワードが含まれるか否かを判断する。ここでは、新たに、「新商
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品」というキーワードが、図１７に示したオブジェクト群の中の、オブジェクトＩＤが「
０１４」の、＜コピー＞タグで定義される文字列オブジェクト内に検出され、キーワード
が含まれると判断される。
【００９７】
　判断部２２は、この判断結果に基づいて、このオブジェクトＩＤが「０１４」である文
字列オブジェクトに対して、所定の階層だけ上位の階層の文字列オブジェクトの属性値を
、図１６に示した属性値変更情報のうちの、「新商品」というキーワードを含む「変更Ｉ
Ｄ」が「０１」である属性値変更情報に含まれる属性値に変更する。ここでは上位の階層
は、予め一階層上位の階層に設定されているため、属性値の変更対象となる文字列オブジ
ェクトは、ＩＤが「００９」である＜商品情報＞タグで定義される文字列オブジェクトと
なる。この文字列オブジェクトに対する属性の変更は、例えば、この文字列を定義するタ
グである＜商品情報＞の開始タグを、このタグに「変更ＩＤ」が「０１」である属性値変
更情報に含まれる属性値を示す情報を加えた＜商品情報　ＩＤ＝００９　ｓｔｙｌｅ＝"
ｆｏｎｔ－ｓｔｙｌｅ：ｉｔａｌｉｃ；"＞というタグに置き換えることにより、行われ
る。この判断部２２が属性値を変更した文字列オブジェクトによって、例えばオブジェク
ト格納部１１に格納されている文字列オブジェクトが上書きされる。この属性値が変更さ
れた文字列オブジェクトの出力例を図１９に示す。ＩＤが「００９」である文字列オブジ
ェクトの文字列「特選明太子」は、「領域ＩＤ」が「１４」の配置領域１９１に配置され
ており、文字は斜体となる。
【００９８】
　なお、ここでは、「新商品」というキーワードを含む文字列オブジェクトの一階層上位
の階層の文字列オブジェクトの属性値を変更するようにしたが、本発明においては、「新
商品」というキーワードを含む文字列オブジェクトの一階層上位の階層の文字列オブジェ
クトに直属であって、「新商品」というキーワードを含む文字列オブジェクトと同じ階層
である文字列オブジェクト、すなわち、オブジェクトＩＤが０１１から０１５までの文字
列オブジェクトの属性値を変更するようにしても良い。また、仮に、「新商品」というキ
ーワードを含む文字列オブジェクトに直属の一階層下位の文字列オブジェクトがあれば、
この文字列オブジェクトの属性値を変更するようにしてもよい。
【００９９】
　その他の、文字オブジェクトの変更や、削除によって、配置領域のサイズや位置を変更
する処理等については、上記実施の形態１と同様であるのでここでは省略する。
【０１００】
　以上、本実施の形態によれば、文字列オブジェクト内に含まれるキーワードに応じて、
この文字列オブジェクトの上位の階層の文字列オブジェクトの属性値を変更することがで
きる。これにより、文字列オブジェクトの内容により、その文字列オブジェクトに対応し
た見出し等の文字列オブジェクトを変更して、強調表示したりすること等が可能となり、
情報を効果的に提供することが可能となる。また、文字列オブジェクトの内容に応じて、
その文字列オブジェクトの見出し等を自動的に変更させることが可能となり、文字列オブ
ジェクトの内容をユーザが調べたりする処理が不要であり、処理の負担も増加しない。
【０１０１】
　なお、本実施の形態に係る情報編集装置をサーバ・クライアントシステムにおいて実現
するようにしても良い。このような場合、サーバ装置は、木構造に階層化された、文字列
をデータとして有し得る２以上の文字列オブジェクトを含むオブジェクト群が格納される
オブジェクト格納部と、文字列オブジェクトが有し得るキーワードと、文字列オブジェク
トの属性値とを有する情報である属性値変更情報との組を１組以上格納している属性値変
更情報格納部と、文字列オブジェクトが有する文字列が、前記キーワードを含むか否かを
判断する判断部と、前記判断部が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワード
を含む文字列オブジェクトに対して、所定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性
値を、当該キーワードと対になる属性値に変更する属性値変更部と、前記文字列オブジェ
クトを出力するオブジェクト出力部と、を具備する構成とすればよい。
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【０１０２】
　また、クライアント装置は、サーバ装置のオブジェクト出力部等により、ネットワーク
等を介して送信される、オブジェクトを出力するための情報等を受信する受信部と、受信
した情報の出力、例えば表示等を行う出力部を備えるものとすればよい。
【０１０３】
　また、上記各実施の形態において、各構成要素は専用のハードウェアにより構成されて
もよく、あるいは、ソフトウェアにより実現可能な構成要素については、プログラムを実
行することによって実現されてもよい。例えば、ハードディスクや半導体メモリ等の記録
媒体に記録されたソフトウェア・プログラムをＣＰＵ等のプログラム実行部が読み出して
実行することによって、各構成要素が実現され得る。なお、上記各実施の形態における情
報編集装置を実現するソフトウェアは、以下のようなプログラムである。つまり、このプ
ログラムは、コンピュータに、木構造に階層化された、文字列をデータとして有し得る２
以上の文字列オブジェクトの文字列が、所定のキーワードを含むか否かを判断する判断ス
テップと、前記判断ステップが前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワードを
含む文字列オブジェクトに対して、所定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値
を、当該キーワードと対にして設定されている属性値に変更する属性値変更ステップと、
前記文字列オブジェクトを出力するオブジェクト出力ステップと、を実行させるためのプ
ログラム、である。
【０１０４】
　また、上記各実施の形態において、一の装置に存在する２以上の格納部などは、物理的
に一の媒体で実現されても良いことは言うまでもない。係ることは、他の実施の形態にお
いても同様である。
【０１０５】
　（実施の形態３）
　本実施の形態における情報編集システムは、前記実施の形態１において説明した情報編
集装置と同様の装置をサーバ装置として用いるとともに、クライアント装置において、こ
のサーバ装置において出力するオブジェクトのソースを編集できるようにし、編集したオ
ブジェクトをサーバ装置において出力できるようにしたものである。
【０１０６】
　図２０は、本実施の形態における情報編集システムのブロック図である。
　情報編集システムは、サーバ装置１００と、クライアント装置２００とを具備する。サ
ーバ装置１００と、クライアント装置２００とは、情報の送受信が可能である。各装置は
、例えば、インターネット、ＷＡＮ、ＬＡＮ等のネットワーク３００で相互に接続されて
いる。ただし、情報の送受信の手段は、通信手段でも、放送手段等でも良い。
【０１０７】
　サーバ装置１００は、オブジェクト格納部１１、配置情報格納部１２、ソース変更情報
受信部１０１、オブジェクト出力部１０２、および配置変更部１０３を具備する。
【０１０８】
　クライアント装置２００は、編集オブジェクト格納部２０１、ソース出力部２０２、ソ
ース変更指示受付部２０３、ソース変更情報送信部２０４を具備する。
【０１０９】
　サーバ装置１００のオブジェクト格納部１１、および配置情報格納部１２の構成につい
ては、実施の形態１と同様であるので説明は省略する。
【０１１０】
　ソース変更情報受信部１０１は、オブジェクト出力部１０２が出力しているオブジェク
トの少なくとも１つに対しての、当該オブジェクトのソースを変更するための情報である
ソース変更情報を受信する。オブジェクトのソースとは、オブジェクトを構成する文字列
のことである。例えば、オブジェクトがタグとタグ間の要素により構成される場合、オブ
ジェクトのソースとは、タグと、要素とを構成する文字列となる。ソース変更情報とは、
オブジェクト出力部１０２が出力しているオブジェクトのソースを変更するための情報で
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あり、詳細については後述する。ソース変更情報受信部１０１は、通常、無線または有線
の通信手段で実現されるが、放送を受信する手段で実現されても良い。
【０１１１】
　オブジェクト出力部１０２の構成については、後述するソース変更情報に基づいて、オ
ブジェクト出力部１３が出力するオブジェクトに対して変更（削除を含む）が行われるこ
と以外は、実施の形態１と同様であるので、詳細な説明は省略する。なお、ソース変更情
報に基づいて、オブジェクト出力部１０２により、オブジェクトに対して行われる変更は
、オブジェクト出力部１０２がオブジェクト格納部１１からメモリ等に読み出したオブジ
ェクトの情報に対して行われても良いし、オブジェクト格納部１１に格納されているオブ
ジェクトの情報に対して行われても良い。
【０１１２】
　配置変更部１０３の構成については、後述するソース変更情報に対応して配置領域を変
更すること以外は、実施の形態１と同様であるので、詳細な説明は省略する。なお、ソー
ス変更情報に対応して配置領域を変更するということは、例えば、ソース変更情報により
変更されたオブジェクトが、配置領域内に収まるよう、配置領域のサイズを変更し、変更
後の配置領域が、他の近接する配置領域と重ならないよう、他の近接する配置領域当の位
置を変更することである。また、例えば、ソース変更情報により削除されたオブジェクト
に対応する配置領域を削除し、この削除された配置領域に近接して設定されていた配置領
域等を、削除された配置領域が配置されていた領域を詰めるように、位置を変更すること
である。
【０１１３】
　編集オブジェクト格納部２０１には、オブジェクト出力部１０２が出力しているオブジ
ェクトと同じオブジェクトが格納され得る。編集オブジェクト格納部２０１には、少なく
とも、オブジェクト出力部１０２がオブジェクトの出力を開始した際に、出力しているオ
ブジェクトと同じオブジェクトが格納されているようにすることが好ましい。編集オブジ
ェクト格納部２０１に、どのような手段を用いて、オブジェクト出力部１０２が出力して
いるオブジェクトと同じオブジェクトが格納されるようにするかは問わない。例えば、着
脱可能な磁気ディスクや光ディスク等を介して、オブジェクト出力部１０２が出力してい
るオブジェクトが、編集オブジェクト格納部２０１に複製されていてもよい。また、オブ
ジェクト格納部１１と、編集オブジェクト格納部２０１との内容が、オブジェクトの出力
の開始時に、図示しないサーバ装置１００の送信部と、クライアント装置２００の受信部
等を介して、ネットワーク３００経由で、同期されるようにしてもよい。また、同様に、
編集オブジェクト格納部２０１に格納されているオブジェクトを、ネットワーク３００経
由で、オブジェクト格納部１１にファイル転送したり、オブジェクト出力部１０２が出力
するオブジェクトを、ネットワーク３００経由で、オブジェクト格納部１１にファイル転
送するようにしても良い。編集オブジェクト格納部２０１は、不揮発性の記録媒体でも、
揮発性の記録媒体でも良い。
【０１１４】
　ソース出力部２０２は、編集オブジェクト格納部２０１が格納しているオブジェクトの
うちの、オブジェクト出力部１０２が出力しているオブジェクトと同じオブジェクトのソ
ースを出力する。具体的には、オブジェクトのソースは、ソースを編集可能なテキストエ
ディタ等のアプリケーションを実行させて、オブジェクトを開くことにより出力させるこ
とができる。ここで述べるオブジェクトを開くとは、例えば、オブジェクトがファイルで
あれば、そのファイルを開いてソースを表示することである。また、オブジェクトがデー
タベースのレコードであれば、そのレコードのソースを表示することである。ソース出力
部２０２が、どのようにして、オブジェクト出力部１０２が出力しているオブジェクトと
同じオブジェクトを識別して出力するかは問わない。例えば、同じオブジェクトに対して
、同じ識別番号等を記録しておき、ソース出力部２０２がオブジェクトのソースを出力す
る際に、このオブジェクトの識別番号を、ネットワーク３００経由等でサーバ装置１００
に送信し、この識別番号と同じ識別番号、あるいは対応する識別番号をもつオブジェクト



(25) JP 4825823 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

を、オブジェクト出力部１０２が識別して出力するようにしても良い。また、オブジェク
ト出力部１０２がオブジェクトを出力する際に、このオブジェクトの識別番号を、ネット
ワーク３００経由等でクライアント装置２００に送信し、この識別番号と同じ識別番号、
あるいは対応する識別番号をもつオブジェクトのソースを、ソース出力部２０２が識別し
て出力するようにしても良い。また、サーバ装置１００とクライアント装置２００とのそ
れぞれに対して、ユーザにより、同じオブジェクトを出力するコマンド等の指示を入力す
るようにしても良い。ソース出力部２０２は、ディスプレイ等の出力デバイスを含むと考
えても含まないと考えても良い。ソース出力部２０２は、出力デバイスのドライバーソフ
トまたは、出力デバイスのドライバーソフトと出力デバイス等で実現され得る。また、ソ
ース出力部２０２は、いわゆるテキストエディタ等の、オブジェクトのソースを表示可能
なアプリケーションソフトを実行可能なＭＰＵやメモリ等を備えていても良い。出力とは
、ディスプレイへの表示、外部の装置への送信等を含む概念である。
【０１１５】
　ソース変更指示受付部２０３は、ソース出力部２０２が出力しているオブジェクトのソ
ースに対するソースを変更する指示であるソース変更指示を受け付ける。ソース変更指示
は、具体的には、ソースに対する文字列の追加や削除の指示である。ソース変更指示の入
力手段は、テンキーやキーボードやマウスやメニュー画面によるもの等、何でも良い。ソ
ース変更指示受付部２０３は、テンキーやキーボード等の入力手段のデバイスドライバー
や、メニュー画面の制御ソフトウェア等で実現され得る。
【０１１６】
　なお、ソース変更指示受付部２０３が受け付けたソース変更指示に基づくオブジェクト
のソースに対する変更は、ソース出力部２０２が編集オブジェクト格納部２０１からメモ
リ等に読み出したオブジェクトのソースに対して行われても良い。この場合、この変更指
示に基づいてソースが変更、例えば書き換え、されたメモリ上のオブジェクトが、ソース
出力部２０２から出力されることで、ソース変更指示に基づく変更が出力に反映される。
また、ソース変更指示に基づくオブジェクトのソースに対する変更（削除も含む）は、編
集オブジェクト格納部２０１に格納されているオブジェクトのソースに対して行われても
良い。この場合、このソース変更指示に基づいて変更された編集オブジェクト格納部２０
１のオブジェクトが、毎回ソース出力部２０２により読み出され、ソース出力部２０２か
らソースが出力されることで、ソース変更指示に基づく変更が出力に反映される。
【０１１７】
　ソース変更情報送信部２０４は、ソース変更指示に基づいてソース変更情報を構成し、
サーバ装置に送信する。ソース変更情報は、ソース変更指示により行なわれたソースの変
更を、オブジェクト出力部１０２が出力しているオブジェクトに反映させるために用いら
れる情報である。ソース変更情報は、例えば、オブジェクトのソースに対して追加あるい
は削除された文字列と、その箇所を示す情報とを含む、変更前と変更後のオブジェクトの
ソースの差分を示す情報である。また、ソース変更指示により変更された結果得られるオ
ブジェクトのソースと、そのオブジェクトを識別するための識別情報とを含む情報であっ
てもよい。また、ソース変更指示によりソースが変更された、ソース出力部２０２が出力
しているオブジェクトのデータを、ソース変更情報としてもよい。また、ソース出力部２
０２が出力しているオブジェクト群全体のデータを、ソース変更情報としてもよい。また
、ソース変更情報は、ソースを変更させるためのコマンド等の指示を含むものであっても
良い。例えば、ソース変更情報は、変更を指示する命令と変更対象であるオブジェクトの
識別情報とを組み合わせた情報、具体的には、「命令＋オブジェクトＩＤ」であっても良
い。ソース変更情報送信部２０４が、どのようなタイミングやトリガーにより、ソース変
更情報を構成し、サーバ装置１００に送信するようにしてもよい。例えば、ユーザからの
クライアント装置２００におけるソースの変更を、サーバ装置１００に反映させるコマン
ドを受け付けた場合に、ソース変更情報を構成し、サーバ装置１００に送信するようにし
てもよい。ただし、クライアント装置２００におけるソースの変更が、リアルタイム、も
しくはユーザにリアルタイムに近い印象を与える程度の時間差で、サーバ装置１００のオ



(26) JP 4825823 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

ブジェクト出力部１０２の出力に、反映されるようにすることが好ましい。このためには
、例えば、ソース変更情報送信部２０４は、ソース変更指示受付部２０３がソース変更指
示を受け付けた場合に、ソース変更情報を構成し、送信するようにすることが好適である
。具体的には、ソース変更指示受付部２０３が、例えば、文字の入力や、所定数の文字列
の入力を受け付けたことをトリガーとして、ソース変更情報を構成し、送信するようにし
てもよい。また、ソース変更指示受付部２０３が、例えば、所定のキーやコマンド、例え
ば「ｅｎｔｅｒ」キーや、「ｄｅｌｅｔｅ」キーや、「入力確定」コマンド、「削除」コ
マンド等、の入力を受け付けたことをトリガーとして、ソース変更情報を構成し、送信す
るようにしてもよい。また、例えば、ソース変更情報送信部２０４は、定期、または不定
期等の、所定の時間間隔で、ソース変更指示受付部２０３からソース変更指示を取得して
、ソース変更情報を構成し、送信するようにしてもよい。この場合、ソース変更指示受付
部２０３が、新たな、ソース変更指示を受け付けていない場合には、ソース変更指示を取
得しないようにしても良いし、常に取得するようにしても良い。また、所定の時間間隔は
、クライアント装置２００におけるソースの変更が、リアルタイムで反映されるようにす
るためには、短いことが好ましい。ソース変更情報送信部２０４は、無線または有線の通
信手段等で実現され得る。通常、無線または有線の通信手段で実現されるが、放送手段で
実現されても良い。また、ソース変更情報送信部２０４が、ソース変更情報を構成するた
めの手段は、通常、ＭＰＵやメモリ等から実現され得る。ソース変更情報送信部２０４が
、ソース変更情報を構成する処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当該ソフトウ
ェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路）で実現し
ても良い。
【０１１８】
　次に、情報編集システムのサーバ装置１００の動作について図２１のフローチャートを
用いて説明する。なお、図２と同一符号は、同一または相当するステップを示しており、
ここでは説明を省略する。ただし、図２１においては、図２におけるオブジェクト出力部
１３、および配置変更部１５の実行する処理等は、オブジェクト出力部１０２、および配
置変更部１０３がそれぞれ実行するものとする。
　（ステップＳ２１０１）オブジェクト出力部１０２は、１以上のオブジェクトを出力す
るか否かを判定する。オブジェクト出力部１０２は、どのようにオブジェクトを出力する
か否かを判定しても良い。例えば、ユーザ等から、図示しない受付部等が、オブジェクト
の出力をする指示や、クライアント装置２００等において情報が編集されることを示す情
報等を受け付けたか否かを判定して、受け付けた場合にオブジェクトを出力すると判定し
てもよい。また、他の処理部等からの指示に基づいて、オブジェクトを出力するか否かを
判定しても良い。オブジェクトを出力する場合、ステップＳ２１０２へ進み、出力しない
場合、ステップＳ２１０１に戻る。
【０１１９】
　（ステップＳ２１０２）オブジェクト出力部１０２は、１以上のオブジェクトを出力す
る。具体的には、オブジェクト出力部１０２は、配置情報格納部１２に格納されている配
置領域指定情報に基づいて、配置領域指定情報により設定される各配置領域に対応するオ
ブジェクトを、オブジェクト格納部１１から取得し、このオブジェクトを、このオブジェ
クトに対応した配置領域指定情報により設定される配置領域内に、配置して出力する。配
置領域内におけるオブジェクトの縦方向や、横方向における配置、例えば、左揃え、中央
揃えや、上揃え、下揃え等は、問わない。また、オブジェクト出力部１０２は、オブジェ
クト格納部１１に格納されている全てのオブジェクトを出力してもよいし、一部のオブジ
ェクト、例えばユーザ等により指定されたオブジェクトや、対応する配置領域指定情報が
存在するオブジェクト、のみを出力してもよい。
【０１２０】
　（ステップＳ２１０３）ソース変更情報受信部１０１は、ソース変更情報を受信したか
否かを判定する。受信した場合、ステップＳ２１０４へ進み、受信していない場合、ステ
ップＳ２１０３に戻る。
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【０１２１】
　（ステップＳ２１０４）オブジェクト出力部１０２は、ステップＳ２１０３において受
信したソース変更情報に基づいて、出力しているオブジェクトのソースを変更する。具体
的には、オブジェクト出力部１０２は、出力のためにメモリ等に読み出したオブジェクト
のソースを変更してもよい。また、例えば、オブジェクト出力部１０２による出力の更新
が、オブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクトを、更新時ごとに、読み出し
て行なわれる場合、オブジェクト出力部１０２は、オブジェクト格納部１１に格納されて
いるオブジェクトのソースを変更してもよい。
【０１２２】
　（ステップＳ２１０５）配置変更部１０３は、ステップＳ２１０４によるソースの変更
により、オブジェクトが削除されたか否かを判定する。例えば、配置変更部１０３は、変
更前と変更後の各オブジェクトのソースを比較することで、削除されたオブジェクトを判
断してもよい。具体的には、各オブジェクトに付加された識別情報の一つが、変更後にな
くなっていた場合、この識別情報が付加されたオブジェクトが削除されたと判定してもよ
い。また、例えば、変更後の各オブジェクトと、ステップＳ２１０２において取得した配
置領域指定情報とを比較し、配置領域指定情報が指定する配置領域に対応したオブジェク
トが変更後のオブジェクトの中にない場合、このオブジェクトが削除されたと判定しても
よい。オブジェクトが削除されていない場合、ステップＳ２１０６へ進み、オブジェクト
が削除された場合、ステップＳ２１２に進む。
【０１２３】
　（ステップＳ２１０６）配置変更部１０３は、ステップＳ２１０４のソースの変更によ
り、変更されたオブジェクトについて、変更後のオブジェクトが、このオブジェクトが配
置されている配置領域内に収まるか否かを判定する。具体的には、変更指示に基づいて変
更したオブジェクトのサイズを求め、このオブジェクトが配置されている配置領域のサイ
ズと比較する。配置領域のサイズは、配置領域指定情報から取得、もしくは配置領域指定
情報から取得した情報に基づいて算出する。変更後のオブジェクトのサイズが、配置領域
のサイズよりも大きければ、収まらないと判定し、配置領域以下のサイズであれば、収ま
ると判定する。収まる場合、ステップＳ２０５に進み、収まらない場合、ステップＳ２０
６へ進む。
　なお、図２１のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は
終了する。
【０１２４】
　次に、クライアント装置２００の動作について、図２２のフローチャートを用いて説明
する。
　（ステップＳ２２０１）ソース出力部２０２は、１以上のオブジェクトのソースを出力
するか否かを判定する。ソース出力部２０２は、どのようにオブジェクトのソースを出力
するか否かを判定しても良い。例えば、ユーザ等から、図示しない受付部等が、オブジェ
クトのソースを出力する指示や、サーバ装置１００等からオブジェクトの編集を指示する
情報等を受け付けたか否かを判定して、受け付けた場合にオブジェクトのソースを出力す
ると判定してもよい。また、他の処理部等からの指示に基づいて、オブジェクトのソース
を出力するか否かを判定しても良い。オブジェクトのソースを出力する場合、ステップＳ
２２０２へ進み、出力しない場合、ステップＳ２２０１に戻る。
【０１２５】
　（ステップＳ２２０２）ソース出力部２０２は、１以上のオブジェクトのソースを出力
する。具体的には、ソース出力部２０２は、編集オブジェクト格納部２０１に格納されて
いるオブジェクトを取得し、このオブジェクトのソースを出力する。ソースを出力する際
の、文字列のフォント等の属性は問わない。また、ソース出力部２０２は、編集オブジェ
クト格納部２０１に格納されている全てのオブジェクトのソースを出力してもよいし、一
部のオブジェクト、例えばユーザ等により指定されたオブジェクトや、対応する配置領域
指定情報が存在するオブジェクト、のソースのみを出力してもよい。
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【０１２６】
　（ステップＳ２２０３）ソース変更指示受付部２０３は、ソース変更指示を受け付けた
か否かを判定する。受け付けた場合、ステップＳ２２０４に進み、受け付けていない場合
、ステップＳ２２０３に戻る。
【０１２７】
　（ステップＳ２２０４）ソース出力部２０２は、ステップＳ２２０３において受け付け
たソース変更指示に基づいて、出力しているオブジェクトのソースを変更する。例えば、
ソース変更指示が文字列を追加する指示であれば、追加された文字列をソースに追加する
。また、ソース変更指示が、ソースの所望の文字列を削除する指示であれば、この文字列
を削除する。ソース出力部２０２は、出力のためにメモリ等に読み出したオブジェクトの
ソースを変更してもよい。また、例えば、ソース出力部２０２によるソースの出力の更新
が、編集オブジェクト格納部２０１に格納されているオブジェクトを、更新時ごとに、読
み出して行なわれる場合、ソース出力部２０２は、編集オブジェクト格納部２０１に格納
されているオブジェクトのソースを変更してもよい。
【０１２８】
　（ステップＳ２２０５）ソース出力部２０２は、ソースの出力を更新する。具体的には
、ステップＳ２２０４において変更されたオブジェクトのソースにより、現在出力されて
いるソースを書き換えて出力する。
【０１２９】
　（ステップＳ２２０６）ソース変更情報送信部２０４は、ステップＳ２２０３において
受け付けたソース変更指示に基づいて、ソース変更情報を構成する。なお、ステップＳ２
２０６は、ステップＳ２２０４やステップＳ２２０５の前の処理としても良い。
【０１３０】
　（ステップＳ２２０７）ソース変更情報送信部２０４は、ステップＳ２２０６において
構成したソース変更情報を、サーバ装置１００に送信する。そして、ステップＳ２２０３
に戻る。
　なお、図２２のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は
終了する。
【０１３１】
　以下、本実施の形態における情報編集システムの具体的な動作について説明する。情報
編集システムの概念図は図２３である。ここではオブジェクト出力部１０２は表示デバイ
スとしてディスプレイ１３０を、ソース出力部２０２は、表示デバイスとしてディスプレ
イ２３０有する場合について説明する。また、オブジェクト格納部１１および編集オブジ
ェクト格納部２０１には、オブジェクト群として、図４に示したものと同様のＸＭＬファ
イルがそれぞれ格納されており、配置情報格納部１２に格納されている配置領域指定情報
は、図５に示したような配置領域指定情報管理表により管理されているものとする。なお
、図４と同様のＸＭＬファイルのタイトルは「ｌｉｓｔ．ｘｍｌ」であるとする。
【０１３２】
　ここでは、例えば、クライアント装置２００で、オブジェクト群のソースの編集を行な
うとともに、その編集結果をネットワーク３００で接続されたサーバ装置１００において
出力し、確認する、とする。
【０１３３】
　まず、クライアント装置２００のユーザが、クライアント装置２００に対しては、編集
オブジェクト格納部２０１に格納されている、図４に示したＸＭＬファイルと同様のファ
イル「ｌｉｓｔ．ｘｍｌ」のソースを開く指示をメニュー等を用いて与えるとする。
【０１３４】
　また、ほぼ同時期に、サーバ装置１００のユーザが、サーバ装置１００に対しても、オ
ブジェクト格納部１１に格納されている、クライアント装置２００において開くファイル
と同じファイル「ｌｉｓｔ．ｘｍｌ」を配置領域に配置して開く指示を、メニュー等を用
いて与えるとする。
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【０１３５】
　ソース出力部２０２は、図４に示したＸＭＬファイルを編集オブジェクト格納部２０１
から読み出し、そのソースを、テキストを編集可能なエディタ等を用いてディスプレイ２
００に出力する。出力例を、図２４に示す。
【０１３６】
　また、サーバ装置１００においても、上述した実施の形態１と同様に、図６に示すよう
に、ＸＭＬファイル「ｌｉｓｔ．ｘｍｌ」を構成するオブジェクトが、配置領域指定情報
により指定される配置領域に配置されて出力される。
【０１３７】
　次に、クライアント装置２００のユーザが、キーボード等を用いて、例えば、ソース出
力部２０２が出力しているファイル「ｌｉｓｔ．ｘｍｌ」のソースにおいて、オブジェク
トＩＤが「０１６」であるオブジェクト２４００のソース「＜コピー　ＩＤ＝０１６＞厳
選されたスケトウ・・・の味。＜／コピー＞」の要素「厳選されたスケトウ・・・の味。
」の末尾に、文字列「２００６年特別限定企画商品です。２００箱限定となっております
ので、お早めにご予約ください。」を入力し、例えば、キーボードの「ｅｎｔｅｒ」キー
を押したとする。これにより、ソース変更指示受付部２０３は、このオブジェクト２４０
０のソースに文字列「２００６年特別限定企画商品です。２００箱限定となっております
ので、お早めにご予約ください。」を加えるソース変更指示を受け付ける。このソース変
更指示により、このオブジェクトのソースが「＜コピー　ＩＤ＝０１６＞厳選されたスケ
トウ・・・の味。２００６年特別限定企画商品です。２００箱限定となっておりますので
、お早めにご予約ください。＜／コピー＞」に変更され、変更されたソースが図２５に示
すようにディスプレイ２３０に表示される。
【０１３８】
　次に、ソース変更情報送信部２０４は、上述したソース変更指示を受け付けたことをト
リガーとして、このソース変更指示に基づいて、ＩＤが「０１６」であるオブジェクトの
要素を「厳選されたスケトウ・・・の味。２００６年特別限定企画商品です。２００箱限
定となっておりますので、お早めにご予約ください。」に変更するためのソース変更情報
を構成する。このソース変更情報の構成例を図２６に示す。図２６において、ソース変更
情報は、変更するオブジェクトを指定するためのオブジェクトＩＤ２６０１と、当該オブ
ジェクトに対する変更を指示するコマンド２６０２とにより構成されている。ここでは、
コマンドとして、オブジェクトの要素を「厳選されたスケトウ・・・の味。２００６年特
別限定企画商品です。２００箱限定となっておりますので、お早めにご予約ください。」
に書き換えるためのコマンドである、「ｒｅｗｒｉｔｅ＿ｅｌｅｍｅｎｔ＿"厳選された
スケトウ・・・の味。２００６年特別限定企画商品です。２００箱限定となっております
ので、お早めにご予約ください。"」というコマンドが格納されている。
【０１３９】
　ソース変更情報送信部２０４は、この構成したソース変更情報を、サーバ装置１００に
対して送信する。サーバ装置１００のＩＰアドレス等のネットワークアドレスは、予め、
クライアント装置２００に蓄積されているものとする。
【０１４０】
　サーバ装置１００のソース変更情報受信部１０１が、図２６に示したソース変更情報を
受信すると、オブジェクト出力部１０２は、当該オブジェクト出力部１０２が出力してい
るオブジェクト群のうちから、オブジェクトＩＤが、ソース変更情報に含まれるオブジェ
クトＩＤ２６０１と同じであるオブジェクトを検出し、そのオブジェクトのソースに対し
て、ソース変更情報に含まれるコマンド２６０２を実行する。具体的には、図４に示した
ようなオブジェクト群のなかから、「ＩＤ＝０１６」を含む開始タグを検索する。そして
、このタグで定義されるオブジェクト、すなわちに「＜コピー　ＩＤ＝０１６＞厳選され
たスケトウ・・・の味。＜／コピー＞」というオブジェクトに対し、ソース変更情報に含
まれるコマンドに基づいて、オブジェクトのエレメントを" 厳選されたスケトウ・・・の
味。２００６年特別限定企画商品です。２００箱限定となっておりますので、お早めにご
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予約ください。"に書き換える処理を実行する。この結果、図８と同様に、領域ＩＤが「
１４」である領域に出力される、オブジェクトＩＤが「０１６」であるオブジェクトの情
報が、「厳選されたスケトウ・・・の味。２００６年特別限定企画商品です。２００箱限
定となっておりますので、お早めにご予約ください。」に変更される。
【０１４１】
　なお、このとき、ソース変更情報に基づいて、オブジェクトが変更された結果、オブジ
ェクトが、領域ＩＤが「１４」である配置領域内に収まらなくなるため、領域ＩＤが「１
４」である配置領域の大きさを変更したり、それに応じて他の配置領域の位置を変更した
りする処理等が行なわれるが、これらの処理は、上述した実施の形態１と同様であるので
、説明は省略する。
【０１４２】
　次に、クライアント装置２００のユーザが、図２７に示すように、マウスや、キーボー
ド等を用いて、ソース出力部２０２が出力しているファイル「ｌｉｓｔ．ｘｍｌ」のソー
スにおいて、オブジェクトＩＤが「００７」であるオブジェクト２７００のソース「＜商
品単位　ＩＤ＝００７＞３４０ｇ＜／商品単位＞」を選択し、「削除」キーを押したとす
る。これにより、ソース変更指示受付部２０３は、このオブジェクト２７００のソースを
削除するソース変更指示を受け付ける。このソース変更指示により、このオブジェクト２
７００のソースが削除され、変更されたソースが図２８に示すようにディスプレイ２３０
に表示される。
【０１４３】
　次に、ソース変更情報送信部２０４は、上述したソース変更指示を受け付けたことをト
リガーとして、このソース変更指示に基づいて、ＩＤが「００７」であるオブジェクトを
削除するためのソース変更情報を構成する。このソース変更情報の構成例を図２９に示す
。図２９において、ソース変更情報は、変更するオブジェクトを指定するためのオブジェ
クトＩＤ２９０１と、当該オブジェクトに対する変更を指示するコマンド２９０２とによ
り構成されている。ここでは、コマンドとして、オブジェクトを削除するコマンドである
、「ｄｅｌｅｔｅ」というコマンドが格納されている。
　ソース変更情報送信部２０４は、この構成したソース変更情報を、サーバ装置１００に
対して送信する。
【０１４４】
　サーバ装置１００のソース変更情報受信部１０１が、図２９に示したソース変更情報を
受信すると、オブジェクト出力部１０２は、当該オブジェクト出力部１０２が出力してい
るオブジェクト群のうちから、オブジェクトＩＤが、ソース変更情報に含まれるオブジェ
クトＩＤ２９０１と同じであるオブジェクトを検出し、そのオブジェクトのソースに対し
て、ソース変更情報に含まれるコマンド２９０２を実行する。具体的には、図４に示した
ようなオブジェクト群のなかから、「ＩＤ＝００７」を含む開始タグを検索する。そして
、このタグで定義されるオブジェクト、すなわちに「＜商品単位　ＩＤ＝００７＞３４０
ｇ＜／商品単位＞」というオブジェクトを削除する処理を実行する。この結果、図１０と
同様に、オブジェクト出力部１０２の出力から、領域ＩＤが「６」である領域が削除され
る。
【０１４５】
　なお、このようなソース変更情報に基づくオブジェクトの削除に応じて、他の配置領域
を詰める処理等については、上述した実施の形態１と同様であるので、説明は省略する。
【０１４６】
　以上、本実施の形態によれば、配置領域内のオブジェクトに対する変更により、オブジ
ェクトが、配置領域内に収まらなくなった場合に、配置領域を広げるようにし、さらに、
配置領域を広げたことによって、配置領域が他の配置領域に重なる場合には、重なる他の
配置領域の位置をずらすようにしたことにより、配置領域内に収まらなくなったオブジェ
クトも全て出力することが可能となる。さらに、配置領域を広げた場合においても、この
配置領域と重なるようになる他の配置領域については、この配置領域と重ならないように
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配置領域を変更することで、他の配置領域内におけるオブジェクトの出力の妨げにならな
いようにすることができる。
【０１４７】
　また、配置領域内のオブジェクトを削除した場合に、この削除したオブジェクトの配置
領域も削除し、さらにこの配置領域の削除により生じた配置領域のない領域を、近接する
配置領域で詰めるようにしたので、無駄な空間や不必要な空間を減らして、情報伝達性に
優れた情報を提供することが可能となる。
【０１４８】
　さらに、クライアント装置２００によるオブジェクトのソースの変更を、ネットワーク
経由で、サーバ装置１００において各オブジェクトの配置等に反映させて出力することが
可能となる。これにより、例えば、異なる場所間において、編集作業を協調して行なうこ
とが可能となる。
【０１４９】
　また、クライアント装置２００側においては、配置情報に基づくオブジェクトの配置は
行なわないため、オブジェクトのソースに対して変更が行えればよい、このため、クライ
アント装置２００は、ＸＭＬファイルのソースや、テキストの編集が行える程度の処理が
できればよく、高い処理能力が要求されない。この結果、クライアント装置２００として
は、比較的処理能力の低いノートパソコンのような、携帯性の高い機器が十分に利用可能
となる。この結果、可搬性に富み、場所を選ばずに編集作業が可能となる。
【０１５０】
　また、クライアント装置２００において行なわれた変更が、速やかにサーバ装置１００
のオブジェクトの配置に反映されるため、オブジェクトのソースの編集と、編集結果の確
認との間に大きな時間差や待ち時間等が発生せず、編集作業の高速化を図ることが可能と
なる。
【０１５１】
　なお、上記具体例においては、オブジェクト格納部１１と編集オブジェクト格納部２０
１とが、オブジェクト出力部１０２が出力するオブジェクトと、同じオブジェクトを予め
格納している場合について説明した。しかしながら、本願においては、オブジェクト格納
部１１だけが、オブジェクトを予め格納しており、オブジェクトの編集を行なう際等に、
オブジェクト出力部１０２が出力するオブジェクトを、クライアント装置２００に送信す
るようにしても良い。
【０１５２】
　図３０は、このようなサーバ装置からオブジェクトを送信するための構成を備えた、本
実施の形態の情報編集システムの変形例を示す図である。この変形例は、図２０に示した
情報編集システムにおいて、サーバ装置１００に対してオブジェクト送信部１０４をさら
に備えたサーバ装置１００ａを、クライアント装置２００に対して編集オブジェクト受信
部２０５をさらに備えたクライアント装置２００ａを、それぞれ設けるようにしたもので
ある。
【０１５３】
　オブジェクト送信部１０４は、オブジェクト出力部１０２が出力するオブジェクトを、
クライアント装置２００に対して送信する。オブジェクト送信部１０４は、オブジェクト
出力部１０２が出力するオブジェクトを、オブジェクト格納部１１から取得して送信して
も良いし、オブジェクト出力部１０２が出力時にオブジェクト格納部１１からメモリ等に
読み出したオブジェクトを取得して送信してもよい。オブジェクト送信部１０４がオブジ
ェクトを取得し、送信するタイミングやトリガーは問わない。オブジェクト出力部１０２
がオブジェクトを出力することをトリガーとして、出力するオブジェクトを送信しても良
い。また、クライアント装置２００ａからのオブジェクトの送信要求を受けた場合に、要
求を受けたオブジェクトを送信してもよいし、ユーザからの送信指示を受け付けた場合に
送信指示を受けたオブジェクトを送信してもよい。ただし、少なくとも、オブジェクト出
力部１０２がオブジェクトの出力を開始する際にはオブジェクトを取得し送信することが
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好ましい。また、オブジェクト送信部１０４は、オブジェクト出力部１０２がオブジェク
トの出力を開始した後、オブジェクト出力部１０２が出力するオブジェクトに対して、変
更が加えられたり削除が行なわれた場合においても、変更されたオブジェクトを取得し送
信してもよい。オブジェクト送信部１０４は、無線または有線の通信手段等で実現され得
る。
【０１５４】
　編集オブジェクト受信部２０５は、サーバ装置１００から送信されるオブジェクトを受
信し、編集オブジェクト格納部２０１に蓄積する。編集オブジェクト受信部２０５は、通
常、無線または有線の通信手段で実現されるが、放送を受信する手段で実現されても良い
。また、受信したオブジェクトを蓄積するための処理手順は、通常、ソフトウェアで実現
され、当該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（
専用回路）で実現しても良い。編集オブジェクト受信部２０５は、この蓄積する処理を実
行するための、例えば、ＭＰＵやメモリ等を備えていても良い。
【０１５５】
　このような構成において、例えば、サーバ装置１００ａにおいて所望のオブジェクトの
編集を行なうために、オブジェクト格納部１１に格納されているオブジェクトを出力する
指示をサーバ装置１００ａの図示しない受付部等が受け付けると、この所望のオブジェク
ト、あるいはこのオブジェクトを含むオブジェクト群が、オブジェクト送信部１０４から
、クライアント装置２００ａに送信される。
【０１５６】
　クライアント装置２００ａにおいては、編集オブジェクト受信部２０５が、このオブジ
ェクトを受信して、編集オブジェクト格納部２０１に蓄積する。そして、例えば、このオ
ブジェクトを受信したことをトリガーとして、このオブジェクトのソースをソース出力部
２０２が出力し、その後、オブジェクトのソースの編集が可能となる。
【０１５７】
　このような変形例によれば、クライアント装置２００ａは、予め、編集するオブジェク
トを格納している必要がないため、サーバ装置１００ａにおいて出力しているオブジェク
トのソース等を、随時クライアント装置２００ａにおいて編集することが可能となる。
　また、オブジェクトをサーバ装置１００ａにおいて一元管理することが可能となる。
【０１５８】
　また、上記変形例とは異なり、編集オブジェクト格納部２０１だけが、オブジェクトを
予め格納しており、オブジェクトの編集を行なう際等に、ソース出力部２０２がソースを
出力するオブジェクトを、クライアント装置からサーバ装置に送信するようにしても良い
。
【０１５９】
　図３１は、このようなサーバ装置からオブジェクトを送信するための構成を備えた、本
実施の形態の情報編集システムの変形例を示す図である。この変形例は、図２０に示した
情報編集システムにおいて、サーバ装置１００に対してオブジェクト受信部１０５をさら
に備えたサーバ装置１００ｂを設け、クライアント装置２００に対して編集オブジェクト
送信部２０６をさらに備えたクライアント装置２００ｂを設けるようにしたものである。
【０１６０】
　オブジェクト受信部１０５は、サーバ装置１００から送信されるオブジェクトを受信し
、編集オブジェクト格納部２０１に蓄積する。オブジェクト受信部１０５は、通常、無線
または有線の通信手段で実現されるが、放送を受信する手段で実現されても良い。また、
受信したオブジェクトを蓄積するための処理手順は、通常、ソフトウェアで実現され、当
該ソフトウェアはＲＯＭ等の記録媒体に記録されている。但し、ハードウェア（専用回路
）で実現しても良い。オブジェクト受信部１０５は、この蓄積する処理を実行するための
、例えば、ＭＰＵやメモリ等を備えていても良い。
【０１６１】
　編集オブジェクト送信部２０６は、ソース出力部２０２が出力するオブジェクトを、サ
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ーバ装置１００ｂに対して送信する。編集オブジェクト送信部２０６は、ソース出力部２
０２が出力するオブジェクトを、編集オブジェクト格納部２０１から取得して送信しても
良いし、ソース出力部２０２が出力時に編集オブジェクト格納部２０１からメモリ等に読
み出したオブジェクトを取得して送信してもよい。編集オブジェクト送信部２０６がオブ
ジェクトを取得し、送信するタイミングやトリガーは問わない。ソース出力部２０２がオ
ブジェクトのソースを出力することをトリガーとして、このソースを出力するオブジェク
トを送信しても良い。また、サーバ装置１００ｂからのオブジェクトの送信要求を受けた
場合に、要求を受けたオブジェクトを送信してもよいし、ユーザからの送信指示を受け付
けた場合に送信指示を受けたオブジェクトを送信してもよい。ただし、少なくとも、ソー
ス出力部２０２がオブジェクトのソースの出力を開始する際にはオブジェクトを取得し送
信することが好ましい。編集オブジェクト送信部２０６は、無線または有線の通信手段等
で実現され得る。
【０１６２】
　このような構成において、例えば、クライアント装置２００ｂにおいて所望のオブジェ
クトのソースの編集を行なうために、編集オブジェクト格納部２０１に格納されているオ
ブジェクトのソースを出力する指示をクライアント装置２００ｂの図示しない受付部等が
受け付けると、このソースの出力が指示されたオブジェクトが、編集オブジェクト送信部
２０６から、サーバ装置１００ｂに送信される。
【０１６３】
　サーバ装置１００ｂにおいては、オブジェクト受信部１０５が、このオブジェクトを受
信して、オブジェクト格納部１１に蓄積する。そして、例えば、このオブジェクトを受信
したことをトリガーとして、このオブジェクトをオブジェクト出力部１０２が出力するこ
とが可能となる。
【０１６４】
　このような変形例によれば、サーバ装置１００ｂは、予め、ソースが編集されるオブジ
ェクトを格納している必要がないため、クライアント装置２００ｂにおいてソースを編集
したいオブジェクトを、随時サーバ装置１００において出力させることが可能となる。こ
のため、クライアント装置２００ｂにおいて用意したオブジェクト、例えばクライアント
装置２００ｂにおいて作成したオブジェクト、等を予めサーバ装置１００ｂに送信してお
く手間と時間が削減でき、クライアント装置２００ｂの格納しているオブジェクトを配置
する際の確認作業が容易に行なうことができる。
【０１６５】
　なお、上記実施の形態の情報編集システムにおいて、図３２に示すように、上記実施の
形態３において示したサーバ装置１００に対して、上記実施の形態２と同様の、属性値変
更情報格納部２１と、判断部２２と、属性値変更部２３とをさらに設けたサーバ装置１０
０ｃに設けるようにし、上記実施の形態２と同様に、オブジェクト格納部１１に格納され
ていた文字列オブジェクトや、ソース変更情報受信部１０１において受信したソース変更
情報に基づいて変更された文字列オブジェクトに対して、特定のキーワード等が含まれる
場合に、その文字列オブジェクトの属性を変更するようにしても良い。
【０１６６】
　また、本実施の形態において、クライアント装置２００と同様のクライアント装置を複
数設けるようにし、それぞれのクライアント装置で、異なるオブジェクトや同じオブジェ
クト、あるいは異なるオブジェクト群や同じオブジェクト群のソースを出力して、ソース
変更指示に基づいて、ソースの変更を受け付けるとともに、そのソースの変更に基づいて
、サーバ装置１００において、それぞれのオブジェクトを変更して、オブジェクトの出力
を変更するようにしてもよい。例えば、図３３に示す概略図のように、２つのクライアン
ト装置２００（１）、２００（ｎ）（ｎは２以上の整数）を設けるようにし、クライアン
ト装置２００（１）では、第一のオブジェクト群３３００（１）のソース３３０１（ｎ）
を表示し、クライアント装置２００（ｎ）においては、第ｎのオブジェクト群３３００（
ｎ）のソース３３０１（ｎ）を表示し、サーバ装置１００においては、第一のオブジェク
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ト群３３００（１）と、第ｎのオブジェクト３３００群（ｎ）とを含む複数のオブジェク
トを、合成して、あるいは個別に、出力するようにする。そして、クライアント装置２０
０（１）による第一のオブジェクト群３３００（１）のソース３３０１（１）に対する変
更と、クライアント装置２００（ｎ）による第ｎのオブジェクト群３３００（ｎ）のソー
ス３３０１（ｎ）に対する変更とに基づいて、サーバ装置１００において、それぞれの変
更に対応したオブジェクトの配置等を変更してオブジェクトを出力するようにしてもよい
。これにより、クライアント装置２００を利用するユーザが複数であっても、同時にオブ
ジェクトの編集作業を行うことが可能となる。
【０１６７】
　また、複数のクライアント装置により、同じオブジェクトのソース、あるいは同じオブ
ジェクト群のソースを同時期に変更することが起こりうる場合には、一のクライアント装
置によるオブジェクトのソースの変更が、他のクライアント装置の同じオブジェクトのソ
ースにも行なわれるようにする必要があることから、情報編集システムの構成を図３４に
示すような構成とすることが好ましい。
【０１６８】
　図３４において、クライアント装置７００（１）～７００（ｎ）（ｎは２以上の整数）
は、上述した実施の形態３におけるクライアント装置２００に、同じ実施の形態３におい
て説明したソース変更情報受信部１０１と同様の構成を有する編集ソース変更情報受信部
７０１を設けるようにしたものである。そして、一のクライアント装置が、ソース変更指
示を受け付けた場合、これに基づいて構成されたソース変更情報を、ソース変更情報送信
部２０４は、サーバ装置１００だけではなく、ネットワーク３００経由で、他のクライア
ント装置に対しても、送信する。他のクライアント装置においては、このソース変更情報
を、編集ソース変更情報受信部７０１において受信し、ソース出力部２０２が、この受信
したソース変更情報に基づいて、オブジェクトのソースを変更し、変更したオブジェクト
のソースを出力する。これにより、一のクライアント装置で受け付けたオブジェクトのソ
ースの変更と同様の変更が、他のクライアント装置の出力しているオブジェクトのソース
に対しても行なわれ、全てのクライアント装置７００（１）～７００（ｎ）が、変更の対
象とするオブジェクトのソースを同期させることが可能となる。
【０１６９】
　また、本実施の形態において、サーバ装置１００と同様のサーバ装置を複数設けるよう
にしてもよい。この場合、クライアント装置２００においてソースの変更を行なっている
オブジェクトを、それぞれのサーバ装置において出力し、さらに、クライアント装置２０
０においてソース変更指示を受け付けた場合に、ソース変更指示に基づいて構成したソー
ス変更情報を、それぞれのサーバ装置に送信することで、クライアント装置２００におけ
るオブジェクトのソースの変更を、各サーバ装置の出力するオブジェクトに反映させるこ
とができる。
【０１７０】
　なお、上記各実施の形態における情報編集システムのサーバ装置を実現するソフトウェ
アは、以下のようなプログラムである。つまり、このプログラムは、コンピュータに、格
納されている文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有し得る２以上のオブジ
ェクトをそれぞれ配置するための、互いに重ならない２以上の領域である配置領域を設定
するための情報である前記配置領域指定情報に基づいて設定される配置領域に、それぞれ
の配置領域に対応した前記各オブジェクトを出力するオブジェクト出力ステップと、前記
オブジェクト出力ステップで出力しているオブジェクトの少なくとも１つに対しての、当
該オブジェクトのソースを変更するための情報であるソース変更情報を受信するソース変
更情報受信ステップと、前記ソース変更情報受信ステップで受信した削除指示または変更
指示に対応して、前記配置領域が重ならずに配置されるように、前記オブジェクトの配置
領域を変更する配置変更ステップとを実行させるためのプログラムである。
【０１７１】
　さらに、このプログラムは、前記オブジェクトのうちの２以上は、文字列を有するオブ
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ジェクトである文字列オブジェクトであり、コンピュータに、前記文字列オブジェクトの
文字列が、所定のキーワードを含むか否かを判断する判断ステップと、前記判断ステップ
が前記キーワードを含むと判断した場合、当該キーワードを含む文字列オブジェクトに対
して、所定の対応関係を有する文字列オブジェクトの属性値を、当該キーワードと対にし
て設定されている属性値に変更する属性値変更ステップとをさらに実行させるためのプロ
グラムである。
【０１７２】
　また、上記各実施の形態における情報編集システムのクライアント装置を実現するソフ
トウェアは、以下のようなプログラムである。つまり、このプログラムは、コンピュータ
に、格納されている文字列または画像の少なくとも一方をデータとして有し得る２以上の
オブジェクトのソースを出力するソース出力ステップと、前記ソース出力ステップで出力
しているオブジェクトのソースに対するソースを変更する指示であるソース変更指示を受
け付けるソース変更指示受付ステップと、前記ソース変更指示に基づいて、ソース出力ス
テップでソースを出力しているオブジェクトの少なくとも１つと同じオブジェクトに対し
てソースを変更するための情報であるソース変更情報を構成して送信するソース変更情報
送信ステップとを実行させるためのプログラムである。
【０１７３】
　また、上記各実施の形態において、各処理（各機能）は、単一の装置（システム）によ
って集中処理されることによって実現されてもよく、あるいは、複数の装置によって分散
処理されることによって実現されてもよい。
【０１７４】
　本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、種々の変更が可能であり、それら
も本発明の範囲内に包含されるものであることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【０１７５】
　以上のように、本発明にかかる情報編集装置等は、複数の文字や画像の情報を編集する
情報編集装置等として有用であり、特に、書籍や、雑誌、カタログ等の紙媒体を主とした
出版等に利用される文字や画像の情報の情報編集装置等として適している。
【図面の簡単な説明】
【０１７６】
【図１】実施の形態１における情報編集装置のブロック図
【図２】同情報編集装置の動作について説明するフローチャート
【図３】同概念図
【図４】同オブジェクト群の構成を示す図
【図５】同配置領域指定情報管理表を示す図
【図６】同出力例を示す図
【図７】同配置領域指定情報管理表を示す図
【図８】同出力例を示す図
【図９】同配置領域指定情報管理表を示す図
【図１０】同出力例を示す図
【図１１】実施の形態２における情報編集装置のブロック図
【図１２】同動作について説明するフローチャート
【図１３】同動作について説明するフローチャート
【図１４】同オブジェクト群の構成を示す図
【図１５】同配置領域指定情報管理表を示す図
【図１６】同属性値変更情報管理表を示す図
【図１７】同オブジェクト群の構成を示す図
【図１８】同出力例を示す図
【図１９】同出力例を示す図
【図２０】実施の形態３における情報編集システムのブロック図
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【図２１】同サーバ装置の動作について説明するフローチャート
【図２２】同クライアント装置の動作について説明するフローチャート
【図２３】同概念図
【図２４】同クライアント装置の出力例を示す図
【図２５】同クライアント装置の出力例を示す図
【図２６】同ソース変更情報の例を示す図
【図２７】同クライアント装置の出力例を示す図
【図２８】同クライアント装置の出力例を示す図
【図２９】同ソース変更情報の例を示す図
【図３０】同変形例を示す図
【図３１】同変形例を示す図
【図３２】同変形例を示す図
【図３３】同変形例を示す概念図
【図３４】同変形例を示す図
【符号の説明】
【０１７７】
　１、２　情報編集装置
　１１　オブジェクト格納部
　１２　配置情報格納部
　１３、１０２　オブジェクト出力部
　１４　入力受付部
　１５、１０３　配置変更部
　２１　属性値変更情報格納部
　２２　判断部
　２３　属性値変更部
　１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ　サーバ装置
　１０１　ソース変更情報受信部
　１０４　オブジェクト送信部
　１０５　オブジェクト受信部
　２００、２００ａ、２００ｂ、７００　クライアント装置
　２０１　編集オブジェクト格納部
　２０２　ソース出力部
　２０３　ソース変更指示受付部
　２０４　ソース変更情報送信部
　２０５　編集オブジェクト受信部
　２０６　編集オブジェクト送信部
　７０１　編集ソース変更情報受信部
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